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本報告書 は、 日本 自転車 振興 会から競 輪収益の一部であ る機械工業振興資金 の

補助を受 けて作成 した もので あ る。







序

デ ー タ ベ ー ス は 、 わ が 国 の 情 報 化 の 進 展 上 、 重 要 な 役 割 を 果 た す も の と 期 待 され て い

る 。

今 後 、 デ ー タ ベ ー ス の 普 及 に よ り、 わ が 国 に お い て健 全 な 高 度 情 報 化 社 会 の 形 成 が 期 待

され る 。 さ ら に 海 外 に 対 し て 提 供 可 能 な デ ー タ ベ ー スの 整 備 は 、 国 際 的 な 情 報 化 へ の 貢 献

お よ び 自 由 な 情 報 流 通 の 確 保 の 観 点 か ら も 必 要 で あ る 。 しか し な が ら ・ 現 在 わ が 国 で 流 通

して い る デ ー タ ベ ー ス の 中 で わ が 国 独 自 の も の は%に す ぎ な い の が 現 状 で あ り ・ わ が 国 デ

ー タベ ー ス サ ー ビ スひ い て は バ ラ ン ス あ る 情 報 産 業 の 健 全 な発 展 を 図 る た め に は 、 わ が 国

独 自 の デ ー タ ベ ー ス の 構 築 お よ び デ ー タベ ー ス関 連 技 術 の 研 究 開 発 を 強 力 に 促 進 し ・ デ ー

タ ベ ー ス の 拡 充 を 図 る 必 要 が あ る。

こ の よ う な 要 請 に 応 え る た め 、(財)デ ー タ ベ ー ス振 興 セ ン タ ー で は 日本 自 転 車 振 興 会

か ら機 械 工 業 振 興 資 金 の 交 付 を 受 け て 、 デ ー タベ ー スの 構 築 お よ び 技 術 開 発 に つ い て 民 間

企 業 、 団 体 等 に 対 して 委 託 事 業 を実 施 し て い る。 委 託 事 業 の 内 容 は ・ 社 会 的 ・ 経 済 的 ・ 国

際 的 に 重 要 で 、 ま た 地 域 お よ び 産 業 の 発 展 の 促 進 に 寄 与 す る と考 え られ て い る デ ー タ ベ ー

ス の 構 築 とデ ー タ ベ ー ス 作 成 の 効 率 化 、 流 通 の 促 進 、 利 用 の 円 滑 化 ・容 易 化 な ど に 関 係 し

た ソ フ トウ ェ ア 技 術 ・ハ ー ドウ ェ ア 技 術 で あ る 。

太 事 業 の 推 進 に 当 っ て 、 当 財 団 に 学 識 経 験 者 の 方 々 で構 成 さ れ る デ ー タベ ー ス 構 築 ●技

術 開 発 促 進 委 員 会(委 員 長 東 京 工 科 大 学 教 授 西 野 博 二 氏)を 設 置 して い る。

こ の 「地 域 の 物 産 ・人 材 ・文 化 情 報 の デ ー タベ ー ス構 築 と新 しい 地 域 間 交 流 推 進 に 関 す

る調 査 研 究 」 は 平 成 元 年 度 の デ ー タ ベ ー ス の 構 築 促 進 お よび 技 術 開 発 促 進 事 業 と して 、 当

財 団 が 日本 都 市 企 画 会 議 に 対 して 委 託 実 施 した 課 題 の 一 つ で あ る ・ こ の 成 果 が ・ デ ー タベ

ー ス に 興 味 を お 持 ち の 方 々や 諸 分 野 の 皆 様 方 の お 役 に 立 て ば 幸 い で あ る。

な お 、 平 成 元 年 度 デ ー タベ ー スの 構 築 促 進 お よ び 技 術 開 発 促 進 事 業 で 実 施 した 課 題 は 次

表 の とお りで あ る 。

平成2年3月

財 団 法 人 デ ー タ ベ ー ス振 興 セ ン タ ー



平 成 元 年 度 デ ー タ ベ ー ス 構 築 ・ 技 術 開 発 促 進 委 託 課 題

分 野 課 題 名

1気 候 情報 デ ータベ ー スの構 築

2電 磁 波環 境 障害 に関 す る デ ー タベ ー スの 構築

3災 害 情報 シ ソー ラ スの構 築

4意 味 情 報 を 中 核 と し た 医 療 評 価 デ ー タ ベ ー ス と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン シ ス テ

社 会 ムの構築

5ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ パ ー ソ ン の 情 報 ニ ー ズ に 即 し た ラ イ フ サ ポ ー トデ ー タ ベ

一 ス の 構 築

6博 物 館情 報 デ ー タベ ー スシ ス テ ムの構 築

7中 央 省 庁 での電 子 計 算 機利 用 に関 す る報 告 書 の デ ー タベ ー ス化

8沖 縄 地域 にお け る文化 情報 デ ー タベ ースの 構築'

地 域 活 性 化 9九 州 地域 の人 材情 報 デ ー タベ ー ス構築 に関 す る調 査 研究

中 小 企 業 振 興 10高 岡 市 商圏 デ ー タベ ー スの構 築

ll地 域 の物 産 ・人材 ・文 化情 報 のデ ー タベ ー ス構 築 と新 しい 地域 間 交流 推 進

に関する調査研究

地 図 12マ ル チ メデ ィア型 地 図 デ ータ ベ ー ス構 築 の た め の調査 研 究

エ ネ ル ギ ー ・ 資 源 13燃 焼 技術 と燃焼 装 置設 計 のデ ー タベ ース作成

14技 術 支援 シ ステ ムにお け る産 業 機械 部 品 デ ータベ ー スの構築

部 品 ・ 材 料

15マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ の プ ロ グ ラ マ ブ ル 周 辺 デ バ イ ス の デ ー タ ベ ー ス 構 築

16イ オ ン ク ロ マ トグ ラ フ ィ ー ・ デ ー タ ベ ー ス の 構 築

標 準 化

17CD-ROMマ ル メ デ ィ ア デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト の 調 査

海 外 18デ ー タ ベ ー ス 構 築 の た め の タ ー ミ ノ ロ ジ ー の 調 査 研 究

19異 種 デ ータか ら構 成 され るデ ー タベ ースの総 合 的 処理 技 術 に関 す る調 査

技 術 研究
20バ イナ リモデ ル に基 づ く先 端 的 文書 検 索 シ ステ ムの開 発



地域 の物産 ・人材 ・文化情報 のデータベース構築 と

新 しい地域 間交流推進 に関 す る調査研究

目 次

■ 調 査 の 概 要

1.1.目 的

1.2.実 施 内 容

2地 域 情 報 サ ー ビ スの 現 状

2.1.地 域 情 報 サ ー ビ ス 発 生 の 契 機

2.1.1.パ ソ コ ンの 普 及 と パ ソ コ ン ネ ッ トワー クの 登 場

2.1.2.政 府 機 関 の 情 報 化 施 策 に よ る 地 域 の指 定

2.2.通 信 ネ ッ トの 調 査 結 果

2.2.1.調 査 の 目的

2.2.2.調 査 の 対 象

2.2.3.調 査 の 内 容

2.2.4.回 収 状 況

2.2.5.調 査 結 果

2.3.パ ソ コ ン通 信 の 現 状 の 問 題 点 と今 後 の課 題

2.3.1.一 般 的 状 況

2.3.2.設 備 上 の 問 題 点

2.3.3.運 営 上 の 問 題 点

2.3.4.今 後 の 課 題

2.3.5.地 域 情 報 ネ ッ トワ ー ク の 試 案
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1調 査 の概要

1.1.目 的

パ ソ コ ン通 信 を使 用 した地 域 情 報 ネ ッ トワークが 、各地 で生 まれ 、 さま ざ ま な機 能 を果 た し

つ つ あ る。 しか し、少 な い 加 入 者 と少 な いア クセ スに悩 み 、 十 分 機 能 を発 揮 しない でい る ネ ッ

トワー ク も少 な くな い 。

そ の一 つ の 原 因 と して 、従 来 の ネ ッ トワークにおけ る情 報 の流 れ が 、 主 と して 中央 →地 方 都

市 の方 向 に偏 っ てい る こ とが あ げ られ る。

一 方 、 全 国 に展 開 され つ つ あ る 「ふ る さ と1億 円 プ ロジ ェ ク ト」 を契 機 と して 、地 域 振 興 に

結 び つ くネ ッ トワー クの新 た な形 で の 活 用が求 め られ て い る。

この よ う な観 点か ら、 地 域 物 産 や 、都 市 と農村の人 的交 流 を促 進 す る デ ー タベ ー スの 構 築 と

とも に 、実 際 に交 流 を 実 現 す る し くみ を調査 ・研究 す る こ と を 目的 と して い る。

1.2.実 施 内 容

本 調 査 の実 施 内 容 は 、次 の4項 目を 主 た る内 容 と して い る。

① 地 域 ネ ッ トワ ー クの 現 状 と動 向 の 調 査 、分 析

特 に 、 地 域振 興 を 狙 い と した もの で 、 コ ミネ ッ ト仙 台 をは じめ とす る各地 の パ ソ コ ン通 信

ネ ッ トを対 象 と して 、地 域 の ネ ッ トワークの現状 と動 向 を調 査 ・ 分 析 す る。

② 地 域 に対 す る ア ンケ ー ト調 査

約300市 町 村 を対 象 と して 、地 域 物産及 び人的交 流 に 関 して受 ・発 信 を 望 ん で い る情 報

を調 査 ・収 集 ・分 析 す る。

③ 地 域 の 物 産 、 人材 、 文 化 等 の情 報 に関 す るデ ータベ ー ス構 築

例 え ば 山 形 の さ く らん ぼ 、 山梨 の 白桃 、 さ らに地域 の 活 動 家 や 伝統 文 化 お よび新 しい 芸 術

活 動 等 の 情 報 の デ ー タベ ー ス構 築 の た め、本年 度 はデ ー タベ ー スの 概 念 設 計 を す る。

④ 地 域 振 興 に 向 けた 、地 域 物 産 お よび 人的交流 情報 の ネ ッ トワー クの新 しい 方 向 、 手 段 を調

査 、研 究 す る。

以 上 の通 りで あ る。
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2地 域 ネ ッ トワ ー クの現 状 と動 向 調 査

2.1地 域 情 報 サ ー ビスの 発 生 の 契 機

高度 情 報 社会 の 到 来 に よ って,情 報 の 果た す 役 割 はま す ま す 重 要 に な って い る。 この よ う

な 情報 交 換 の ツー ル と して,VAN,LAN,テ レビ会 議,ビ デ オ テ ックス ,CATV,パ

ソ コ ン通 信 な ど きわ め て 多 彩 な メデ ィアが 登 場 して い る。 地 方 公共 団 体 に お いて も地 域 の 住

民 の 多様 な ニ ー ズ に こた え,地 域の 活 性 化 を 図 る 目的 で,こ れ らの ニ ュー メデ ィアを 使 って ,

地域 情 報 ネ ッ トワ ー クの 構 築 が進 め られ て い るが,多 彩 な ニ ュー メデ ィアの 中 で ,パ ソ コ

ン通信 が 着 目 され て い るの は,パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タお よ び これ らを 結ぶ ネ ッ トワ ー クの

急 速 な発 展 と,政 府 機 関 によ る相 次 ぐ情 報 化施 策 が 契機 とな って い る。

2.1.]パ ソ コ ンの 普 及 とパ ソ コ ンネ ッ トワー クの 登 場

昭 和46年 末 米 国 の イ ンテ ル社 がi4004及 びi8008の マ イ ク ロプ ロセ ッサ を 発

表 して 以 来,急 速 にそ の 性 能 の 向上 と低 価格 化 が 進 み,し か も単 な るプ ロセ ッサ の チ ップ

で はな く,記 憶 装 置 や 入 出 力装 置 を組 み 込 ん だ パ ー ソナ ル コ ン ピュー タ と して,従 来 の大

型 コ ン ピュー タの 機 能 を 凌 ぐ性 能 を持 つ に至 った。 昭和50年 代 の半 ばか らは,地 方 公共

団体 にお いて も,こ の パ ー ソナ ル コ ン ピュー タ を導 入す る動 きが 活発 とな り,都 道府 県 で

は その100%が,市 町 村 で は そ の約65%が な ん らかの 形 で これ を利 用 して い る。

これ らのパ ー ソ ナ ル コ ンピ ュー ク は,い わ ゆ るス タ ン ドア ロ ンの形 で,事 務処 理 や 技術

計算 等 に 使わ れ て い るの が殆 ど で あ るが,一 般 電 話 回線 の 利 用 の 自由化 が行 わ れ て 以来,

通信 回線 を介 して パ ー ソナ ル コ ン ピュー タ相 互,あ る い は各 種 の情 報 ネ ッ トワー クセ ンタ

ー と結 ぶ 利 用 が 次第 に増 加 して い る。

2.1.2政 府 機 関 の情 報 化 施 策

地 域 情 報 サ ー ビ スの も う1つ の 契機 は,政 府 機 関 の 情 報 化施 策 で あ る。

この 施策 は,各 種 情 報 シス テ ム の開 発 ・普 及 を 図 る 「シス テ ム型 」施 策,通 信 メデ ィア

の核 とな る セ ンター 機 能 と施 設 の整 備 に主 眼 を 置 い た 「特定 施 設 型 」施 策 ,お よ び高 度 情

報 社会 に 向け ての 都 市整 備 を 推 進 す る 「都 市 基盤 型 」施 策 の3つ に大別 され る。

これ らの施 策 の 概 要 は表1-1～5の と お りで あ る。
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表1-1シ ス テ ム型 施 策

テ レ トピ ア

63箇 所

二士 メディア・コミュニティ

55箇 所

グ1戸ントピア

35地 域

テ ク ノ ポ リ ス

22地 域

主務官庁 郵政省 通産省 農林水産省 通産省

ね らい ニューメディアに よ る地

域 社 会 の 発 展 を通

して,高 度情 報 社

会 へ 円 滑 に移行 す

るた め の,先 行 的

実 用 化 を 図 る。

地 域 の経 済,'社 会

の 活 性 化,高 度 化

を もた らす。

農 村 漁 村 地 域 に

お け る情 報 シス

テ ム化 の 普 及,

促 進 を 図 る。

産 業,学 術,住

空 間 を 有 機 的 に

結 合 した新 しい

ま ちづ く りを 目

指 す 。

推進手段

モ デ ル 都 市 に お け

る ニューメディアの 効 果

,影 響 や 発 生 す る

問 題 点 を 把 握 し,

全 国 的 普 及 を図 る

上 で の制 度 的,技

術 的 な様 々 な課 題

とそ れ らに対 す る

対応 方 向 を検 討 す

る。

情 報 シス テ ムを 構

築,運 用 す る こ と

によ り,ノ ウハ ウ

の 蓄積 を 図 る。

生 産 管 理,出 荷

連 絡,市 況情 報

,気 象 情 報 な ど

を 提 供 す る体制

を整 備 す る.

地域独 自の先端

的 な情報を集積

す る。

策定主体 市町,市 町 村 圏 市町 村,地 域 県,市 町,地 域

,地 域 協 議 会

道,県

指定地域 札 幌 市,帯 広 市,

紋 別 市,北 見 市

旭 川 市,函 館市 等

網 走 市,小 樽 市

(北 海 道)

根 室 地 域

(北 海 道)

函館 地域
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青 森 市,一 関 市

盛 岡 市,滝 沢 村

仙 台 市,秋 田市

鹿 角 市,米 沢 市

南 陽 市,高 畠町

川 西 町,福 島市

日立 市,土 浦市

前 橋 市,

埼 玉 中央 都 市 圏

千 葉市,八 王 子 市

立 川 市,横 浜 市

川 崎 市,厚 木 市

甲 府 市,新 潟 市

上 越 市,諏 訪 地 域

JX域 〒「了田rホ寸圏

上 田市 ・丸 子 ・東

部 ・坂 城 町

高 山市,静 岡 市

豊 田市,四 日市 市

富 山市,金 沢 市

福 井坂 井 地 域広 域

市 町村 圏,大 津市

草 津 市,田 辺 町

精 華 町,木 津 町

大 阪 市,岸 和 田市

神 戸 市,姫 路市

伊 丹 市,御 坊 ・

田 辺周 辺 広 域 市町

村 圏,鳥 取 市,

松 江 市,岡 山 市

弘 前市,盛 岡 市 等

矢 巾 町,都 南 村

気 仙 沼市,酒 田市

最 上 広 域市 町 村 圏

郡 山 市,高 崎 市

本 庄 市,浦 安 市

横 浜 市,伊 勢原 市

湯 河 原 町,竜 王 町

長 岡 市,柏 崎 市

長 野 市,岐 阜 市

池 田町,豊 橋 市

瀬 戸 市,稲 沢 市

高 岡 市,小 松 市

勝ll」市,♪}波 田∫

西 脇 市,西 宮 市

社 町 、テクノパークな ら

紀 北 地 域,米 子 市

西 部 圏 域 市 町 村

岡 山市,倉 敷 市,

早 島 町,広 島 市

尾 道市,府 中 市

山 口 市等,屑 繭 地

域,徳 島 市

丸 亀 市,八 面 地域

西 条 市,高 知 市等

土 佐 清 水市,

大 牟 田市,唐 津 市

長 崎市,大 村 市

五 島 対馬 地 域

熊 本 市,大 分 市
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(岩 手 県)

北 上 ・湯 田地 域

(宮 城県)

仙 南 地 域

(山 形 県)

寒 河 江 地 域

(茨 城 県)

八 千 代 地 域

(栃 木 県)

高 根 沢 地 域

(群 馬 県)

館 林 地域

(山 梨県)

東 八 千代 地 域

(新 潟 県)

白根 地 域

(長 野 県)

[葡安 曇t也域

(岐 阜県)

恵 北 地 域

(静 岡 県)

浜名 湖 西岸 地 域

(愛 知 県)

渥 美 地 域

(三 重 県)

紀 南 地 域

(富 山 県)

富 山地 域

(石 川 県)

松 任地 域

(青 森 県)

青森 地 域

(岩 手 県)

北上 川 流 域 地 域

(秋 田県)

秋 田地 域

(山 形 県)

山 形 地 域

(福 島 県)

君KllＬi也域

(栃 木 県)

宇 都 宮 地 域

(新 潟 県)

長岡 地 域

(静 岡 県)

浜松 地域

(富lh県)

富 山 地 域

(兵 庫 県)

西 播 磨 地 域

(岡 山 県)

吉備 高 原 地 域

(広 島 県)

広 島 中央 地 域

(山 口県 〉

宇 部 地 域

(香 川 県)

香川 地 域

(福 岡 県)

久 留米 ・鳥 栖 地



福 山市,呉 市 別府 市,大 分 県 北 (福 井 県) 域

山 口市,防 府 市 国 東地 域,宮 崎 市 武生地域 (長 崎 県)

小 郡 町,徳 島東 部 鹿屋市 (滋 賀県) 環大村湾地域

広域市町村圏 沖縄県 中南部地域 県中部地域 (熊 本 県)

高松 市,松 山 地 方 (京 都 府) 熊本地域

生活経済圏 船 井地域 (大 分 県)

久 留米 市,北 九州 (奈 良県) 県北国東地域

市,福 岡 市, 五 条 ・吉 野 地 域 (宮 崎 県)

伊 万里 市,長 崎市 (鳥 取 県) 宮崎地域

・大 村 ・福 江 ・五 東伯地 域 (鹿 児 島 県)

島 ・壱 岐,熊 本市 (島 根 県) 国 分 ・隼 人 地域

益 城町,大 分 市 松 江 ・周 辺 地 域

別 府 市,日 田市 (岡 山県)

延 岡 市,鹿 児 島 市 =山 地 域 久留 米 ・耳 納 地

国 分市,隼 人 町 (山 口県)域

沖縄県 世羅地域(佐 賀県)

(徳 島 県)白 石 地域

吉 野 川 中 ・下 流(熊 本県)

地域 八代地域

(香 川 県)(大 分 県)

大 川 地 域 竹 田 ・直入 地 域

(愛 媛 県)(宮 崎 県)

肱川地域 都城北緒地域

(高 知 県)(鹿 児 島 県)

県東部地域 出水地域

(福 岡 県)(沖 縄 県)

宮 古地域
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表1-2特 定施設型施策の概要

第1号 施設 第2号 施設 第3号 施設 第4号 施設 第7号 施設

リサ ー チ コ ァ ラレコムリリーチバ→ ニュづ ディアセンター テ レコムプラザ (狭 義 の)テレふ ト

主務官庁 通産省 郵政省 通産省 郵政省 郵政省

認定地域数 5ヵ 所 1ヵ 所 3ヵ 所 4ヵ 所 1カ 所

整備施設 研究開発 ・企業 電気通信研究開 情報化基盤施設 電気通信高度化基 国際情報型地域開

化基盤施設 発促進施設 盤施設 発基盤施設

地域産業構造 地域における 情報化を通じ 地域における電 情報化,国 際化

の高度化や頭脳 電気通信技術に た産業基盤の整 気通信の高度化を ,都 市化に対応す

労働機会を促進 関する研究開発 備及び社会 ・生 図 るため,電 気通 るため,都 市に高

することにより や,研 究交流, 活分野における 信の利用促進を図 麗な機能を有する

ね ら い ,国 土の内衡あ 研究成果の普及 利便性の向上と る. 情報 ・通信基盤を

る発展を図 る。 等を促進する。 ,全 国的にパラ 整備する。

ンスのとれた情

報化を促進する

●

開放型試験研 地域の企業の 多様な地域の 高度な儀能をも 一定の地域内に

究施設,技 術者 ための研究開発 情報化ニーズに つ電気通信 システ 衛星通信地球局(

の研究施設,交 施設や,研 究交 広 く応じる情報 ムの管理 ・運営の パラポナア ンテナ

流施設,研 究開 流.研 究成果の 処理事業業務の ためのセ ンター施 等),電 気通信中

発墨企業育成施 普及を図るため ための施設,地 設と,地 域の住民 枢センター等を集

殻の4施 設を一 の共同利用施設 域ポテンシャル ,企 業等が高度な 中整備する。

推進手段 群 として整備す を併設する。 を向上させるた 機能をもつ電気通

る. めの啓蒙普及 ・ 信 システムに慣れ

研究施設,そ の 親しむための共同

他の共同利用施 利用施設を併設す

設を保有する榎 る 。

合型施設を整備

す る。

策定主体 第3セ ク タ ー 第3セ ク タ ー 第3セ クタ ー 第3セ ク タ ー 第3セ ク タ ー
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特定施設型施策認定地域一覧表表1-3

都 道 府 第1号 施設 第2号 施設 第3号 施設 第4号 施設 第5号 施設 第6号 施設 第7号 施設
県 名 リサ ー チ コ ア テレコか リ八一チ心 ク ニューメディアeン ター テレコムプラザ (参考) (参考) テ レポ ー ト

北 海 道 恵 庭 リづ一チ・ビシね 釧 路 フィフシャーマンズ

'トク(恵 庭 市) ワープ(釧 路 市)

青 森 県
岩 手 県
宮 城 県
秋 田 県
山 形 県
福 島 県

茨 城 県 つく1ま研 究 支 援
センター(つ ぱ 市)

栃 木 県
・群 馬 県

埼 玉 県
千 葉 県 幕張メフセ(千套市)
東 京 都
神奈川県 枝 肋 サ仁 ンス・パーク 聞21国 際 見木市

(川崎市) 場,Hn21国 際 会

議場(横 浜市)
山 梨 県

新 潟 県 柏 崎 ソフ}パーク

(柏崎市)

長 野 県

岐 阜 県
静 岡 県
愛 知 県
三 重 県

宮 山 県 富山市民力イ
(富山市)

石 川 県
福 井 県

滋 賀 県 テレコムプラザ ヴィラ

(水 口市)

京 都 府 国際電気通f言基
`樹皮術研究所
(ATR)㈱ 華町)

大 阪 府 千 里ライフリ仁 ンス 大 阪 テ レポ ー ト

tンター(豊 中 市) (大阪 市)

兵 庫 県
奈 良 県
和歌山県

鳥 取 県
∫1}根 県

岡 山 県
広 島 県
山 口 県 山 口 ニューメディが ラザ 山 口ニュづ ティが ラヴ

(山口市) (山口市)

徳 ∫:,県

香 川 県
愛 媛 県
高 知 県 `

福 岡 県 久 留 米 テクノ・リウーチ
パーク(久 留 米 市)

佐 賀 県
長崎 県
熊 本 県 熊 本 テク〃 ライ 熊 木 ラケノ方 ヅ

(熊本 市) (熊本市)
大 分 県
宮前 県
鹿児島県

沖 巳 県 ・

計1511 3 4 31111

(63.3現 在 認定予定 も含む)
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表1-5都 市基盤型施策の概要

情 報 化 未 来 都 市 イ ンテ リジ ェ ン ト ・シ テ ィ

主務省庁 通 産 省 建 設 省

指定地域数 モデル地域6ヵ 所
, 昭和61年 度22ヵ 所

昭和62年 度14ヵ 所

21世 紀 に向けての経済社会 高度情報化の進展に対応し

の新たな潮流を実現する場を た都市整備 の推進を図る。

ね ら い つ くり.機 能重視のまちつ く

りを推進する.

民活によるプロジェク トを 情報依頼度の高い産業を対

推進 し,情 報 ・通信基盤 とし 象とした拠点を設置する。

て,マ ル チ メ デ ィア ネ ッ トワ

推進手段 一 ク整 備 ,光 フ ァ イ バ ー 広 域

ネ ッ トワー ク整 備,低 廉 な 国

際通信サービスの確保等を行

う。

策定主体 市町

テ レポ ー トヨ∫案

通信需要の増大を背景に

,広 域通信(主 として衛星

通信)上 の有利さを与え,

立 地上の優位性を確保 し,

高 度情報社会の実現を図る

◆

一 般 に
,新 た な イ ン フ ラ

ス トラ ク チ ャ ー と して 衛 星

通 信 用 の 地 上 局,コ ン トロ

ー ル セ ン タ ー,光 フ ァ イバ

ー 製 の 主 通 信 回 路 等 情 報 ・

通 信 関 連 殺 能及 び 多 くの イ

ンテ リ ジ ェ ン トビル を建 設

す る。
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表1-4 都市基盤型施策モデル地域 ・指定地域一覧表

都道府県名 情 報 化 未 来 都 市 イ ン テ リ ジ ェ ン}・ シ テ ィ 広 義 の テ レ ポ ー ト

(通 産 省) (建 設 省)

北 海 道

il§1
秋 田 県1

燃 置1

`

1

盛岡市

茨 城 県 勝田市 ・那珂湊市

栃 木 県
群 馬 県 高崎市
埼 玉 県
千 葉 県 千葉幕張新都心地区
東 京 都 東京湾臨海部地区 東京テレポー ト

神奈川 県 川崎都心 ・臨海部地区,横 浜菰とみ 横浜市,川 崎市,厚 木市 孤 とみらい21テ レポ ー ト

らい21地区及び関連開発地区

山 梨 県

新 潟 県
長 野 県 長野市

岐 阜 県 岐阜市
轟,岡 県

愛 知 県
三 重 県

宮 山 県
石 川 県
福 井 県

滋 賀 県
京 都 府 田辺町 ・精華町 ・木津町 大阪テ レポー ト

大 阪 府 大阪南港 ・北港地区 大阪市
関西新空港対岸前橋地区

兵 庫 県 神戸市,姫 路市

奈 良 県
和歌 山県

鳥 取 県 鳥取市
島 根 呼;↓

岡 山 県
広 島 県 尾道市,呉 市

山 口 県 下関市

旅 鳥 県
香 川9苫 高松市
愛 媛 県
高 知 県

福 岡 県 北九州市,福 岡市

佐 賀0,1

長 崎 県
荒 木 県
'.層. 益城町
大 分w

宮 崎e,1、

鹿 児 島 県

i
l
l

大分市 ・別府市

宮崎市

沖 蝿 県

81 6 22 3

(C3.3現 在)
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2.2通 信 ネ ッ トの 調 査 結 果

2.2.1調 査 の 目的

パ ソ コ ン通 信 ネ ッ トワー クは ,個 人 ベ ー スの もの,大 企 業 が設 置 して い る もの,公 共 的

な もの な ど きわ め て 多彩 で あ り,そ の 設 置 数 も400近 くに達 して い る。 これ らの ネ ッ ト

ワ ー クの概 要 は市 販 の雑 誌 やPBS(BulletinBordSystem－ 電 子掲示 板)電 話 帳 な どで

伺 い 知 る ことが で き るが,そ の 運 営 の 詳 細 や,抱 え て い る各種 の 問 題点 につ い て は必 ず し

も明確 で は な い。

本 調 査 は今 後 地 域 の 情 報 セ ンタ ーが,住 民 の ニ ー ズ に応 えて 地 域 の活 性 化 に役 立つ に は

どの よ うな ことが 課 題 に な るか につ い て,既 設 の 公 共 的 な ネ ッ トワー クあ るい は地 域 の情

報 に関 わ りが あ る と推 察 され るネ ッ トワ ー ク に対 して,ア ンケ ー ト調査 を 実 施 した。

2.2.2調 査 の 対象

調 査 の 対象 は,今 後 の 地 域情 報 サ ー ビ スの あ り方 につ い て検 討 す る ことの 趣 旨か ら,地

方 公 共 団 体 内 部 も し くは相 互 間 で使 用 して い る もの や,行 政の 特 定 の分 野 の み で 使用 して

い る もの を 除 く こと と し,地 域 情 報 に関 係 が あ る もの を 選定 す る こ とと した が,前 述 の通

り各 パ ソ コ ン通信 セ ンター の サ ー ビス 内容 や運 営 につ い て は,必 ず し も明 確 で な い の で,

既 存 の 資 料 の 中 か ら次 の よ うな パ ソ コ ン通信 セ ンタ ーを ピック ア ップ して ア ンケ ー トの回

答 を 依 頼 した。

(1)地 方 公 共 団体 が運 営 し,ま た は 地 方 公共 団 体 が 協力 して い る もの

(2)商 工 会 議所 が運 営 して い る もの

(3)農 業 協 同組 合 が 運 営 して い る もの

(4)NTTが 運 営 して い る もの

(5)そ の他 地 域 情 報 を 扱 って い る と推 定 さ れ る もの

以 上 に よ って 選 定 し,ア ンケ ー トを依 頼 した パ ソ コ ンセ ンタ ーは,表1-6に 掲 げ る4

8箇 所 で あ る。
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表1-6ア ンケー トの依頼先

No.

一
ネ ッ トワー ク 名 1所 在 地 i蓮 宮者 または連絡先

|

一
"N(JLE-NET/ 目し幌市

iNTT北 海道テ レコム
'

_」

2HへNGへN-NET/(判 官 網)
　

i北 海道新冠町 新冠町役場
|

13 か い ぎ ゅ うNET/ 札幌市 NTT北 海道 テ レマー ト

14 ダ イヤモ ン ドダ ス ト68S/ 札幌市 NTT北 海道 テ レマー ト
}
i5 松前 ネッ ト/ 北海道松前町 NTT松 前局

6 丹頂NET/ 北海道釧路市 NTT釧 路支店

7 流氷 ネッ ト/ 札幌市 NTT北 海道 テ レマー ト

8 シー カル ネ ツ ト/ 青森県八戸市 八戸商工会議所

9 「こ ずか た」 ネットワづ 仙台市 NTT東 北テ レコン

10 束 パ洲/ 仙台市 NTT東 北テ レコン

口1
}

AGNESS/ 宮城県白石市 NTT東 北 テレコン

}12 TOP'S-NET/ 仙台市 NTT東 北総支社

13 テ レパ ー ク ・か つの/ 秋田県鹿角市 鹿角市役所

}14
|

は ろ一酒 田/ 山形県酒田市 NTT酒 田支店

[15
1

ぱ そこん通信'●山形村"/ 仙台市 NTT東 北テ レコン

ll6
チ ェ リー ネ ッ ト山形/ 山形市 チ ェリーネッ ト山形事務局

17 きひた きね っと/ 福島市 NTT福 島支社 1
18 ふ れあいBBS/ 福島県白河市 NTT白 河支店

19 バ ソネ ッ ト白虎/ 福島県会津若松市 NTT東 北テ レコン

20 TOP-NET/ 宇都宮市 栃木県企画部

21 佐野妬ネ ッ ト/ 栃木県佐野市 佐野農業協同組合

22 あやめね っと/ 千葉県銚子市 あやめネット事務局

23 ふ らわ 一 た うん ・ネット/ 千葉県船橋市 NTT船 橋テレ]ムプ ラザ

24 ひ か り一ネ ッ ト/ 東京都練馬区 ひか りネッ ト事務局

25 {〕NE/(〔〕flawaraNe七work) 神奈川県小田原市 小田原市役所

26 の と ・ね っと/ 石川県能都町 能都町役場

27 FCCl-NET/ 福井市 福井商工会議所

28 JOH{〕-NεT/ 長野市 ㈱ ケ イシイシイ

29 千曲μ州ET/ 長野県佐久市 NTT佐 久支店

30 遠州 うなボ ンPC/ 静岡県浜北市 NTT-TE東 海

31 UHA-vへN/ 奈良県安堵町 (有)ワ 一月ト^◆メシア●アソシ1一 ション

;32
|

桃太郎NET/
「

岡山市 NTTメ デ ィアサプライ

－ll一



No. ネ ッ トワー ク名 所 在 地

一ーー一一

運営者また漣 絡先}

33 HEDlへSNET/ 広島市 NTTメ ディアサプライi

34 維新NET/ 山口市 山口県商工情報センター

35 TOUNタ ウン/ 愛媛県松山市 (財)愛 媛県 まちづくり総合セン ター

36 むつごろうネ ッ ト/ 長崎県諌早市 諌早商工会議所

37 長 崎旅博NET/ 長崎市 長崎旅博NET事 務局

38 COARA/ 大分市 大分県地域情報センター

39 ピノキオセ ンター/ 大分県日田市 日田市役所

40 は りまタウ ンネッ ト/ 兵庫県姫路市 タ ィエ ー姫 路 店 タウンネヅト

41 小 樽 メデ ィ加]ミ ュニケーション 北海道小樽市 OMC

42 コ ミネッ ト仙 台 仙台市 ㈱ コ ミネッ ト仙 台

43 パカン通信実験システム 岩手県盛岡市 盛岡市役所

44 酒 田市 ピ ソ]ソネット 山形県酒田市 酒田市役所

45 KITTY 神奈川県川崎市 川崎市役所

46 鹿屋 ネ ・ソト 鹿児島県鹿屋市 鹿屋市役所

47 KYONET 京都市 (財)京 都産業情報 センター

48 WAVE-NET 和歌山市 和歌山県電子計算課
1
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表1-7 地 域 情 報 セ ン ・タ ー 言周 査 栗

平成1年 月 日現 在

ネ ソ ト ワ ー フ 名 設置著 名

ア クセ ス 回 線 数 会員数

ア ク セ ス回 数 1日()1カ 月()1年()

}1

置 土ン9の 地 域 関 係 テ㌧9ベ ース名{情 報 提 供 者1月 平 均 利 用 回 数 更新周期

!l

li

i

i

{

|

i

l

…

i
i
ii

l
i

…

i

(お 差 し 支 え な け れ は)

収 支(年 間)
1
収 づ 巴 費i

経費の負担者
,

現状の問題点

今 後 の 課 題 と将 来 構 想

(特 に 他 ネ ッ トワ ー ク との ゲ ー トウ ェ イ ・情 報 交 換 等 に つ い て)

こ 連 絡 先 ・こ 担 当 者 名i

追 伸 貴 セ ン9一 の メ ニ ュ ー 一 覧 ・SIG名 と、 主 な メ ニ ュ ー の 月 平 均 利 用 状 況 を

別 紙 に 添 付 し て 頂 け れ ば 幸 い で す。
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2.2.3調 査 の 内容

各 セ ンタ ーの 運営 等 につ い て 既存 の資 料 で は知 る ことが で き ない 次 の 点 の 調 査 を 主 眼 と

した 。

(1)会 員 数

(2)利 用(ア クセ ス)回 数

(3)提 供 中 の 地 域 関 係の 情 報 とその 利 用 回数

(4)情 報 の 更 新 周 期

(5)収 支 状 況

(6)経 費 の 負 担 者

(7)現 状 の 問 題 点 と今後 の課 題

なお,ア ンケ ー ト用紙 は表1-7に 掲 げ る もの と した。

2.2.4回 収状 況

ア ンケ ー トの 回答 につ い て は,遺 憾 な が ら発 送 数48通 に対 し,回 答 の あ った もの は僅

か18件 で,回 答 率 は37.5%で あ った 。 これ に 雑誌,一 般 図書 で 知 りえ た[WAVE

-NET」 お よ び 「COARA」 を 付 け加 え 計20件 につ いて ,分 析 を 試 み る こと と した

2.2.5調 査 結 果

(1)運 営 者

ネ ッ トワー クの 運 営 者 は表1-8の とお りで,地 方 公共 団 体 が 協力 団 体 に運 営

を 委 ね て い る もの が 最 も多 くな って い る。 な おNTTの4件 につ いて は地 域 デ ー

タ とは直 接 関 係 の ない 旨 の回 答 が あ った が,NTTは この 他 にAGNESSの ハ ー ドウ

エ ア部 分 を受 け持 って お り,今 後 地 域 デ ー タベ ー スのハ ー ドウエ アの 設 置 者 と し

て,通 信 と 回線 の 技術 を積 極 的 に活 か した 参 加 が 考 え られ る。
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表1-8 パ ソコ ン通 信センターの運営者

率比
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パ ソ コン通 信 セ ン ター の 運 営 者別 比 率
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この調 査 で も見 られ る よ うに,地 方 公共 団 体 が 地 域 の 振 興 の た め にパ ソコ ン通 信 を

利 用 す る場 合,そ の 運営 主 体 と して 次 の3種 類 が あ る。

① 直 営 型 地 方 公 共 団体 自身 が 運 営 主 体 とな って サ ー ビスを 提 供 す る

もの で,和 歌 山県 の 「WAVE-NET」,北 海 道 新 冠 町

の 「判官 ネ ッ ト」,秋 田 県鹿 角 市 の 「テ レパ ー クか つ の 」

等 が あ る。

② 支 援 型 地 域 のBBS等 に対 して 地 方 公 共 団 体 が,財 政的 ・技 術 的

支 援 を行 い,運 営 は民 間 の グ ル ー プ等 で実 施 す る方式 で,

代 表 的 な 例 と して,大 分 県 の 「COARA」 が あ る。

③ 第3セ ク タ ー型 … ・地 方 公 共団 体 と地 域 の 民間 企業 が 出資 して,第3セ ク ター

を 設 立 して,運 営 を 行 わせ る もので,仙 台市 の 「コ ミネ ッ

ト仙 台 」 は この型 で あ る。

(2)提 供 サ ー ビスの 種 類

パ ソ コ ンネ ッ トワ ー クで 一 般 的 に提 供 され て い る,「 電 子 メ ー ル」 「チ ャ ッ ト(リ ア

ル タ イ ム交 信)」 「BBS」 の サ ー ビス は,回 答 が あ った全 部の セ ンタ ーで 提 供 して い

るが,こ れ 以外 の サ ー ビ ス と して 次 の サ ー ビ スを 提 供 して い る。

①CUG(ClosedUserGroup)9件

(特 定 グ ル ープ の み を 対 象 と した サ ー ビス)

②

③

④

⑤

ゲ ー ム

シ ョ ッ ピ ン グ

PDS(PublicDomainSoftware)

(通 信 に よ る ソ フ トウ エ ア の 無 償 配 布)

デ ー タ ベ ー ス

※ デ ー タ ベ ー ス の 定 義 は 必 ず し も明 確 で は な く,

容 を もつ もの が 含 ま れ て い る 。

4〃

3〃

13〃

BBSの 中 に デ ー タ ベ ー ス 的 内

(3)地 域情 報

地 域情 報 の 提 供 状 況 に 対す るア ンケ ー トの 回答 は,セ ンタ ー によ って そ の表 現 が 異 な

り,適 切 な集 約 が 困 難 で あ った が,主 流 とな るの は 自治体 の 広 報,観 光 ・物産 ・町 づ く

りで あ る。 その 概 略 を 表1-9に 掲 げ る。
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表1-9 回答 があ ったネ ッ トワークの概要

、《,. ネッ トワーク名 所在地 会員 運 回 地域情報 運営者 利用/月

1 (:'OARA 大分市 1050 24 10 広報大分、県議会、県内各市町村情報等 大分県1}ソエ 通{訂 詞ユτ研究協会 6000

2 「こ す か た 」 ネ ッ トワ ー ク/ 宮城県仙台市 780 24 7 な し NTT東 北 テレコ/ト ロ'ル/ 5190

:1 シ ー カ ル ネ ッ ト/ 青 森 県!'、戸 市 1〕00 24 12 一 般 公開なし 八戸商工会議所 4300

4 へ1;ぺ[∬ 宮城県白石市 352 ll 3 農業 ・観光情報 ・自治1オ等広報 仙南地区ヅll－二1ビア協議会 1200

5 は そ こん通信"山 形村"/ 山形市 :メ50 24 5 な し NTT東 北 テ しコ/ト ロ'}レ/ 1800

6 WA、'E-NET 和歌山市 300 24 1 県内の産業、歴史、観光等、およひ県議会 和歌山県(電 子計算課) 2300

7 TOP-NET 栃木県宇都宮市 284 24 3 栃木 の特 産.ま つり,景 勝等 経済動向, 栃木県情報管理課 llO5

8 テ しパークかつの 秋田県鹿角市 28σ 24 5 観光 ・物産 ・行政情報等 鹿角市(企 画調整室) 3700

9 Tl:|LINタ ウ ン/ 愛媛県}公山市 250 24 8 生活 ・商工 ・町 づ くり情報 (貝オ)愛 媛町づくり総合センタ 1500

10 ひ か り ・ネ ッ ト/ 東京都練馬区 2田 20 1 な し 個人 1800

ll 佐 野1Gネ ッ ト/ 栃木県佐野市 200 24 1 農協だより 佐野市農協 300

12 「ccl・N[T! 福井市 200 24 2 求人 ・休職情 相 ・その他 福井商工会議所 1500

13 チ ェ リー ネッ ト山形/ 山形市 170 20 4 県広報,観 光 ・イベン ト・特産品等案内多 脚YCC情 報システム 840

14 ONE((ldaドaraNet～ ごork) 神奈川県小田原 160 24 1 市民生活力イト',小田原市人口の推移 小田原市役所PC研 究会 300

15 維 新NεT! 山口市 113 24 6 詳細不明 山口県商工情報センター 1732

1{】 ll:IHI:1-SET/ 長野市 100 24 8 長野ラインシステム ㈱ ケイシー シー 100

17 いμ・いv 奈良県 92 2q 1 古都奈良情報ほか一般情報多数 (有)ワ ー}1ド尤?ア ノ江 づ ヨニ 1300

lx Hlsはsぺ[T!(判 官 網) 北海道 68 24 1 北海道の方言、届け等の書式 新冠町 300

19 束 ・VAN/ 宮城県仙台市 50 24 2 な し NTT東 北 テ し コ ン トτフール/ 690

20 バ ソネッt白 虎/ 会津若松市 37 24 3 な し
`

NTT東 北 テ レ コ ン ト1フール/ 1350
L



(4)情 報 の提 供 と入 力

情 報 の シス テ ムへ の 入 力 は,提 供者 が そ れぞ れ で 入 力す る方 式 を と って い る と ころ と

セ ンター職 員が 入 力 す る と こ ろの2通 りが あ るが,概 して セ ンタ ーで 行 って い ると こ

が多 い。 そ の情 報 も定 期 的 に関 係機 関 か ら提供 され る とい うよ りも セ ンタ ーの 職 員が

積 極 的 に 収集 す る ほ うが 多 くな って い る。

(5)会 員 数

回答 が あ った セ ンタ ーの 会 員数 は,平 均1セ ンタ ー282名 で あ り,そ の 分 布 状 況 は

表1-10の とお りで あ る。

表1-10会 員 数

会 員 数 セ ン タ ー 数 比 率

100人 未 満 5件 . 25%

200" 5 25

300〃 5 25

500" 2 10

1,000" 2 10

LOOO以 上 1 5

計 20 100

1醐 」に↓」ヒ(5.1暁)

12va]ノ ノ(1

馴弼'`'`q昭.脇)

.報旧 ノ'(25 .

人未満(錨.聴,

(25.聴)

図1-2会 員数規模別比率
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(6)利 用 状 況

回 答 の あ った セ ン タ ー の 月 平 均 利 用 回 数 は1,865回 で,

と お りで あ る 。

表1-11利 用 状 況

そ の分 布 は表1-11の

利 用 回 数 セ ン タ ー 数 比率

500未 満 4件 20%

1,000" 2 10

2,000〃 9 45

3,000" 1 5

5,000〃 2 10

5,000以 上 2 10

計 20 100

seee以 上 くle.ge;)

蜘 〃qe.肪

3醐 〃(5.畝)

500未 満(2z.97r.)

12EZMJJ(IZ.暁)

222val"(45.121:)

図1-3利 用 状 況 別 比 率
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情 報 ジ ャ ンル 別 お よ び 時 系 列 の 利 用 状 況 に つ い て は,十 分 な デ ー タ が 得 ら れ な か っ た

が,「 テ レパ ー ク ・か つ の 」 と 「AGNESS」 の デ ー タ を 表1-12お よ び 図1-4

～1-6に 掲 げ る。

表1-12 テ レ パ ー ク ・ か つ の 利 用 状 況88 .9-89.1

88。910111989.1 計

一般 掲 示 板 1869761186319592571 9023

観光 産業情 報 129529171122 465

CUG 5653411931008 2746

電 子 メー}↓ 246374793678732 2823

チ ャ ッ ト 1462069031060957 3272

フ。ロフ ィー)L 3959120108127 453

計 24341458430450695517 18782

単位 千
3

2.5

2

t.5

1

0.5
_P-/.!'

一一 二
.一 －

e

88.91Z111289.1

一 掲 示 板 一 ・観 光 産 業 情 報 … 己UG-一 電 子 式+一 一 チャ ッ ト ー… プ[1フィーe

図1-4「 テ レパ ー ク か つ の 」 の ジ ャ ン ル 別 月別 利 用 状 況
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プ[1フィー↓(2,4%)

チャ ッ ト(17

電 子 メール(15.IZP:.f>

一般 掲 示 板co8 .El;〉

雀見ラヒ産i業市警幸展(2.54)

図1-5「7ζ ㌫ ζか三の㌫ 濃 ‖麟 蟹

単 位 ・千
1.6

1.4

1.2

0.8

0.6

e.4

z.2

88.891011

図1-6

]299.1234567

「AGNESS」 利 用状 況 の 推 移

8 9
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「テ レパ ー クか つ の 」 の利 用 状 況 に よ る と ,一 般 掲 示 板 一特 に個 人 間 で の情 報 交 換や

特定 グ ル ー プのCUGの 利 用 率 が高 い反 面,観 光 物 産 情 報 の利 用 率 が低 迷 して い る。 セ

ンタ ー で は観 光 物 産 関係 者 の 情 報 提供 の 充 実 と ,こ れ らの情 報 の 利用 促 進 の施 策 が進 め

られて い るが 、 これ は後 述 す る地域 情 報 の 本 質 に関 わ る問題 と して更 に検 討 を深 め る必

要 が あ る。

(7)会 費 ・運 営 経 費

回答 の あ った セ ンタ ー20箇 所 の 中 で,15箇 所(75%)ま でが 会 費 を 徴 収 して い

な い。 会 費 を 徴 収 して い る セ ンターで は,そ の2件 が 年額12 ,000円,3件 が 年 額

6,000F]で あ った。

運 営 経 費 につ い て は十 分 な回 答を 得 る こ とが で きな か った が,無 料 の セ ンタ ーの 経 費

は,い ず れ もそ れ ぞ れの 団 体 ・企業 等 が 負 担 して い る模様 で あ る。

2.3パ ソコ ン通 信 の 現 状 と今 後 の 課 題

以上 の ア ンケ ー ト調 査 に よ り現 状 を分 析 す る に は,や や デ ー タ不 足 で あ るが,こ こで は 各

種 の既 存 デ ー タ も併 せ て マ ク ロ的 な現 状 分 析 と今 後 の課 題を 検討 す る こ と と した 。

2.3.1一 般 的 状 況

パ ソ コ ン通 信 は個 人 的 な利 用 か ら出 発 し ,趣 味 的 な用 途 を 中心 に発 展 して き た もの で あ

り,現 状 の パ ソ コ ン通信 セ ンター も概 観す る限 り この形 態 を 踏襲 して い る。 端 末 設 備 と し

ての パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タや ワー ドプ ロセ ッサ も,未 だ 大 衆 に浸 透 した とは い い が た く

地域 住 民 を 巻 き込 ん だ ネ ッ トワー クの 形成 に は,な お しば ら く時 日を必 要 とす る と思 われ

る。 この よ うな状 況 か ら地 域 パ ソ コ ン情 報 セ ンタ ーの 開 設 にあた って も,ま だ実 験 的 な色

彩が 濃厚 で,要 員 面,経 費面,お よ び提 供 す る情 報 の 面 にお いて,地 域 ま た は 公共 団 体 の

全 面 的 な協 力 ない しは取 り組 み が 行 われ て い る もの は小 数 で あ る。

この こと は ア ンケ ー トの 中 の 問 題点 の 項 で 「登 録 情 報 の 不足 」 「入 力 要 員 の 不 足 」 「会

員 の減 少 」 な どを 挙 げて い るセ ンターが,か な り多 い こ とに よ って 推定 され る。

2.3.2設 備 上 の 問 題 点

(1)ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ

ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ に つ い て は, 前 述 の と お り パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の め ざ ま しい
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性 能 の 向上 によ って 、 か な り大 規 模 の セ ンタ ーが汎 用 の パ ー ソナ ル コ ン ピュ ー タに よ っ

て,低 価格 で設 置 す る こ とが 可能 とな って お り,特 に問 題 点 は 挙 げ られて い ない 。

ホス ト用 の ソフ トウエ ア は,PDS,市 販品,自 作 等種 々の もの が 利 用 され て い るが

端 末 側 か ら見 て の 使 い 勝手 が ま だ十 分 と は云 いが た い 。 初心 者 に と って む ず か し く,熟

練 者 に と って は冗 長 な 現 在 の方 式 を,端 末 側 の ハ ー ドウ エ ア と併 せ て どの 様 に改 善 す る

か が 今 後 の課 題 で あ る。

なお 今 回 の ア ンケ ー トで は ホス トコ ン ピュー タの 問 題 を挙 げた もの は皆 無で あ った 。

(2)通1言 回 線

パ ソ コ ン通 信 の 伝 送 速 度 も次 第 に高 速化 され てお り,セ ン ターの 設 備 もこれ に対 応 し

て バ ー ジ ョンア ップす る こ とが要 請 され て い る。伝 送 速 度 が 高 速 に な るに従 って,文 字

化 け等 の 回 線 エ ラー も発 生 しやす くな り(MNP(MicrocomNetworkProtocol－ モ デ

ム 内で エ ラーを チ ェ ッ ク し補 正 す る方 式)の 採用 が 普 及 して もなお ・・),回 線 の 品質 に

つ い て,NTTそ の他 の コモ ンキ ャ リア に対 し,厳 しい 条 件 が要 求 され る。

伝 送 速度 の 高 速 化 と回 線 の信 頼 性 の 向一ヒには,今 後 のISDN(lntegratedServic-

esDigitalNetwork)の 普 及 が大 い に期待 され て い る。

(3)端 末 設 備(利 用 者の パ ー ソ ナル コ ン ピュー タ)

パ ー ソ ナル コ ン ピ ュー タや ワー ドプ ロセ ッサ は,か な り普 及 して い る と はい え,い わ .

ゆ るキ ー ボ ー ドア レル ギ ー も根 強 く存在 して い る。 パ ソ コ ン通 信 を 行 う に は さ らに,初

め に デ ィ ップ ス イ ッチ の 設定,モ デ ム の接 続 ま た は組 み 込 み,ID・ パ ス ワ ー ド ・ア ク

セ ス番 号 の設 定 な どが 必 要 で,全 くの 初心 者 にと って は,か な り複 雑 な 作業 と な る。

今 後,で き うれ ば キ ー ボー ドの 操 作 な しで も,画 面 タ ッチ な どで 通 信 が可 能 なよ うな

新 しい コ ンセ プ トで,パ ソ コ ン通 信 用 の 端 末が 製 作 され る こ とが 望 ま しい 。

2.3.3運 営 上 の 問 題 点、

ア ン ケ ー トの 回 答 で,問 題 点 を 記 入 し た セ ン タ ー は 少 な か っ た が,回 答 が あ っ た も の の

・中 に 挙 げ ら れ た 内 容 は 表1-13の と お りで あ る。
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表1-13 現状 におけ る問題点

運 用 ル ー ルの 確立

情 報 の不 足,入 力 や更 新 の 時 間(要 員)の 不 足

会 員 数の 不 足,利 用 回 数 の 減 少,関 心 の 不 足

通 信料 が 高 い

(1)情 報 の提 供 と入 力

ア ンケ ー トの 回 答 の中 で,現 状 の 問題 点 と して 最 も多 か ったの は,情 報の 不 足,入 力

や更 新 の時 間(要 員)の 不 足 の 問 題 で あ る。

現 在 のパ ソ コ ン通 信 セ ンタ ーで は,前 述 の とお り担 当者 自 らが 情 報 の 収集 に駆 け回 り

入 力 を 行 う場 合 が 少 な くな い。 この た め 担 当者 の 負 担 が 重 くな り,更 には情 報の 更 新 削

除が 遅 れ て,情 報 の 価 値が 失 わ れ,ア クセ ス が行 わ れ な くな るよ うな悪 循 環 が発 生 す る

恐れ もあ る。 これ を 解 決す るた め に は,情 報 の発 生 箇 所 で,セ ンタ ー に定 期 的 に情 報 を

送達 ま た は 入力 す る体制 を確 立 す る と と もに,セ ンタ ーの 職 員 が,余 裕 を 持 って,常 に

情報 の 状態 を監 視 ・把 握 で き る体 制 を 整 え る必 要が あ る。'

さ らに留意 す べ き は情 報 の質 の問 題 で あ る。 公共 団 体 等 か ら提 供す る情 報 の 価 値 の問

題 と は別 に,一 般 掲 示 板 等 に 公序 良 俗 に反 す る情 報 や,プ ライバ シ ー ・著 作 権 を 侵害 す

る情 報 が な い か につ いて,常 時 監視 し該 当 の もの が あ る場 合 は削 除 す る等 の 措 置 も必 要

で あ る。

(2)利 用 状 況

一部 のセ ンター で は
,ジ ャ ンル 別 の利 用 状 況 が 把 握 で き な い シス テ ム とな って い る。

利 用 を促 進 す るに は情 報 が 利 用 者 の ニ ー ズ に マ ッチ して い るか ど うか を 常 に把 握 す る こ

とが必 要で あ る。

ま た パ ソ コ ン通 信 は,当 初 は珍 しさ もあ って 広 範 囲 で 利 用 され るが,時 が経 つ につ れ

て,利 用者 が 一一・部 の 同好 者 に限 定 され る傾 向 もあ るの で,広 報紙 な ど他 の メ デ ィア も使

って,セ ンタ ーの 魅 力 をPRす る等 の 対 策 も必 要で あ る。
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(3)通i言*斗 金

一 般 にパ ソ コ ン通 信 の 通信 回 線 を 使 用 す る時 間 は ,普 通 の 会 話 に 比 べ て長 くな る性 格

を 持 って い る。

利 用 者 が パ ソコ ンセ ン ター と 同一 の 電 話料 金 区域 に位 置 す る場 合 は3分10円 の 通 信

料 で 足 り るが,他 の 区 域 ま で利 用 者 の範 囲 を拡 大 させ る に は通 信 料 の 負 担 が大 きな ネ ッ

ク と な る。 特 に他 の ネ ッ トワ ー ク とゲ ー トウェ イを行 うと な る と,か な り高額 な通 信 料

の負 担 とな り利用 が 妨 げ られ る。

利 用 者 の 負 担 を軽 減 す る措 置 と してつ ぎの 方法 が 考 え られ る。

① 県 外 そ の 他相 当遠 距 離 の 利 用 者 に 対 して は,セ ンタ ー がDDX(DigitalDataEx-

change)や 商 用VAN(ValueAddedNetwork)ど に加 入 し,必 要 に 応 じて ア クセ ス

'ポ イ ン トを 設 置 す る
。

② 近 接市 町 村 につ い て は,セ ンタ ーが支 店 代 行電 話 に加 入 して利 用 者 が市 内料 金 で ア

クセ ス で き る よ う にす る。

以 上 の 措 置 につ い て も,セ ンタ ー側 の 運営 費 が増 加 す る こ と とな り,そ の負 担 を どの

よ うに賄 うか につ い て も予 め検 討す る必 要 があ る。

23.4今 後 の課 題

今 後 の課 題 につ い て の ア ンケ ー トの 設 問方 法 の関 係 もあ って,他 ネ ッ トワ ー ク との接 続

や 情 報 交 換 につ い て の 回答 が 多か った 。 回答 セ ンターの 中 で,既 に他 ネ ッ トワ ー ク とゲ ー

トウ ェ イを行 って い る もの が4件 あ り,今 後 これ を希 望 また は計 画 中 の もの も2件 あ った 。

また 既 にゲ ー トウ ェ イを実 施 中 で も,さ らに提 携 先の 拡 大 を 計 画 中 の もの が1件 あ った 。

また 情 報 の 量お よ び質 の 両 面 か ら,地 域 の セ ンター の限 界 を訴 え て い る もの もあ った 。

地 域 の 情 報 の 中 で地 域 の 振 興 や 活 性化 につ な が る 「観光 」 や 「物 産 」等 の 情 報 は,地 域

の 中 で これ を 読 む と い う必 要 性 は少 な く,ま た 他の 地 域,特 に 遠 隔 の 地域 で 読 ま れ る こ と

に よ って,そ の効 果 が現 れ る性 質 を も って い る。逆 の 立 場 で 見 れ ば 地 域 に と って 必 要 な 情

報 は,自 分 の 地 域 の 情 報 で は な く,他 の 地 域の 情報 で あ る。 これ らの 観 点 か ら地 域 の パ ソ

コ ン通 信 セ ンタ ー問 の ネ ッ トワー ク化 は,今 後 の 必須 の 課 題 と考 え られ る。

2.3.5地 域 精 識ネ ッ トワ ー クの試 案

地 域 の パ ソコ ン通 信 の 普 及 に つ い て は現 在 さま ざま な施 策 が 講 ぜ られ て い るが,そ の ほ
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とん どが 地域 内 に終 始 す るパ ソ コ ン通 信 を 対 象 と して い る。 また 全 国 的 な ネ ッ トワ ー クに

つ いて は,自 治 省 所 管 の コ ミュ ニケ ー シ ョ ンサ ー ビス(PCOLAS)と,デ ー タベ ース

サー ビ ス(LOGON)の 充 実 が 進 め られ て い るが,こ れ は 自治 体 相 互 間 の情 報 交 換 を 目

的 と した ク ロー ズ な ネ ッ トワ ー クで,一 般 パ ー ソナ ル コ ン ピュー タか らの ア ク セ スを 目的

と した もの で は な い。 従 って 地 域 情 報 ネ ッ トワ ー クの 構 築 は従来 と は別 の観 点 か ら考 察 す

る こと が必 要 で あ る。

この よ うな 観点 か ら,全 国 的 な地 域情 報 の ネ ッ トワ ー クの 次 の よ うな形 態 が望 ま しい。

(1)ネ ッ トワ ー クの 構成

地 域情 報 ネ ッ トワ ー クは,中 央 にデ ー タ ベ ー ス(仮 称 「ふ る さと セ ンター 」)を お く

星 型 の網 構 成 とす る。

(理 由)地 域 情 報 の ネ ッ トワー クを 構 築 す る場 合,各 地 方 セ ンタ ー が相 互 乗 入 れす る

構 成 とす る と,「 網 型 通信 網 」 を 形 成す る こと に な り,網 構成 が きわ め て 複雑

とな る。 また 相 互 の プ ロ トコ ルや メ ニ ュ ー構 成 な ど につ い て の調 整 も現 実 には

不 可能 に 近 い と考 え られ る。

これ を 中央 に別 個 の 情 報 セ ンタ ーを お く 「星 型構 成 」を と る こと にす る と,

網 構成 は シ ンプ ル と な り,ア クセ スの 条 件 も中 央へ の ア ク セス につ い て は,単

一 とな りプ ロ トコル等 の 調 整 も容 易 で あ る。 図1-7参 照

網 型 網

図1-7

地域 仁 ン タ ー

レ

星 型 網

網 型 網 と星 型 網
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(2)ふ る さ とセ ンタ ー は,既 存 の商 用 パ ソコ ン通 信 セ ンタ ーのCUGを 利 用 す る。

(理 由)ふ る さ と セ ンターへ,全 国 か ら低 料 金 で ア クセ スを す るに は,全 国 隅 々 ま で

ア クセ ス ・ポ イ ン トを持 った 回線 の ネ ッ トワー クが 必 要 で あ る。 しか しな が ら

この よ うな ネ ッ トワー クを,新 た に設 置 す る場 合 に は膨 大 な 費用 が か か り,ま

た 当面 は この よ うな 費用 に見 合 う トラ ピ ック も考 え られ な い。 この よ うな 商用

の セ ンタ ー はハ ー ドウエ ア ・ソ フ トウエ ア と もに常 時 改 善 が 行 わ れ 使 い や す く

な って い る。 した が って全 国 的 に ア クセ ス ・ポイ ン トを 持 つ 既 存 の 商 用 パ ソ コ

ン通 信 セ ンタ ーを利 用 して,負 担 の 軒減 と効 率 的 な ア ク セ スを 図 る こ とが 得 策

と考 え られ る。

(3)ふ る さ と セ ンタ ーへ は各 地 域 セ ンタ ーの 一般 利 用 者 は もと よ り,既 存 の 商 用 パ ソ コ ン

セ ンタ ーの 会 員 全 員 に積 極 的 に ア クセ ス させ る。

(理 由)地 域 の 観 光 や 物産 の情 報 はで き るだ け広 い 地域 で,大 勢 の 人 々 に 利 用 され る

の が 望 ま しい。 特 に 既存 の 商用 パ ソ コ ンセ ンターの 加 入 者 は,PC-VANが

7万 人,NIFTY-Serveが6万 人 を そ れぞ れ 上 回 って い る。 しか も こ

れ らの 人 々 はパ ソコ ン通 信 に最 も関 心 を 持 って い る人 々で もあ り、PR如 何 に

よ って 地 域情 報 の利 用 の 飛 躍 的 増加 が期 待 で き る。

(4)ふ る さ とセ ンタ ー は,主 と して次 の業 務 を行 う

① 各 地 域 の パ ソ コ ンセ ンタ ー に情 報 フ ァイ ルを 割 当 て る。

② 情 報 の 入 力 は次 の3通 りとす る。

ア.各 地 域 セ ンタ ーが オ ン ライ ンで直 接 入 力 す る。

イ.各 地 域 セ ンタ ーか ら フ ァク シ ミ リで情 報 を 受 信 し,ふ る さ とセ ンタ ー が デ ー タ ベ

ー スへ 入 力 す る。

ウ.各 地 域 セ ンタ ーか ら書 状 等 で情 報 を うけて,ふ る さとセ ンタ ーが これ を 入力 す る

③ パ ソ コ ン通 信 で はカ バ ー しきれ な い,ビ ジ ュア ル な各 地 の 観 光 ・物 産 情 報 を備 え て

自由 に閲 覧 させ る。

④ 各 地 の特 産 の 注 文 を仲 介 す る。(受 注 は電 子 メ ー ル ・フ ァ ク シ ミ リで 産 地 へ 送 信 す

る。)

⑤ パ ソ コ ン通 信 以 外 の メデ ィ アを併 用 して,地 域 情 報 の 活用 を 図 る。

一27;



3地 域(市 町村)に 対するアンケー ト調査結果

3.1ア ン ケー ト調査結 果

3.Ll調 査 目的

本 調 査 は、全 国の市 町村 で と くに地 域 間交流 に関心 の強 い 自治 体304団 体 に対 して・

別 紙 の意 向調査 の 回答 を得 て、分 析 を行 った 。 この調 査 の 目的 は 自治 体 か らどの よ うな内

容 の情 報 を発信 した いか 、その項 目を① ふ る さ と物産 、 ② イベ ン ト、③ 都市 との交流 に分

け 、 各 々につい て どの程度 の可能 性 が あ るか を明 確 にす る こ とで あ る。

3.1.2調 査 方法及 び 回収 結果

調 査 方法 …全 国の3,000自 治体 を対 象 に、次 の よ うな 質 問 項 目を もつ ア ンケ ー ト調

査 票 を郵送 に よる配 布 、 回収 で行 な った 。

回収票数 は 、304票 で約1割 の 回収率 で あ った 。

質 問1Srる さと創生 閃迎車 真(従 来か ら.のものを含 めて も結梼 でナ ビ)と し

て.次 の ような事※ 活劾 を計画 してい ますか.〈 のPR方 法 として ど

のよ うな手 段をお 考えで すか.

(t)角 柱の イペ ソ トにつ いて(3つ 以 上の 場合段、下 記 の要enで 記入 した

別ほ を添付 して下 さい.)

'① 計画 が ある ② 計画 して いない

8

Φ Φ Φ

`

(1).事 真 名

(2)事 案内 容

(3)開 田 日

(4)PRの 方 法、

(S)PRの 範 囲

(2)ふ る さと物産 の振興 につい て(3つ 以上 の場 合は、 下£ の要田r記 入

① ふ るさと物産 があ る

`

した別 紙 を拒付 して下 さい.)

⑦ ふ る2「とf力産 がな い

Φ ⑦ Φ

(1)物 産 名

(2)販 売時 期

(・3)販 売方 法

(4)PRの 方法

(S)PRの 筏囲
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3.2.2PR方 法 か ら見た 分析

圧 倒 的 に多 いPR方 法 は、新 聞 に よるもので、388の イベ ン ト数 に対 して192が 新

聞 を使 い、 チ ラシ、 ポ スターの順 にな ってい るが 、テ レ ビ83、 ラジオ55と マ ス メァ ィ

ア を使 う意 欲 も旺盛 であ る。 と くに大 型 の イベ ン トに な る とテ レ ビの スポ ッ ト、 ラジナ、

新 聞 等 のマ ス媒 体 を活用 した り、 キ ャラバ ン隊 を派遣 す る も の も少 な くない。特殊 な スポ

ー ツ(例 え ばサ イ クル ロー ドレー スやマ ラ ソ ン等)に な る と関 係 者 へ の直接 案内 とか 口こ

み 宣 伝 とい うもの もある。

PRの 方 法 か ら見 る と、複合 的 な メデ ィア活用 が 目立 ち、 外 に 向 って情報 を積極 的 に発

信 しよ うとい う意欲 が読 み とれ る。 その範 囲 も県 内か らブ ロ ッ ク(東 北 一帯 、首 都圏 ・北

陸 地 力 、近畿 関西一 円)へ むけて 、 また全 国へ と広範 囲 に対 象 を拡 げてい る。 また その方

法 もキ ャ ラバ ン隊 とか宣伝 カ ーを出す な ど単 なる ポ スタ ーか ら動 的 な働 きか け まで さまざ

ま な か た ちに発展 してい る。

3・2・3PRの 範 囲か ら見 た分析

当然 イベ ン トの 種 類 に よ りPRの 範 囲 は 異 な る が 、特産 に ちなむ産業 まつ りは、同一

道 、 県 内 を対象 とす る もの で、キ ャ ラバ ン隊 、 ポ スタ ー、 チ ラ シ等 でv誘 客 の対象 に応 じ

た媒 体 が選 択 され てい る。 また特 殊 な文 化活動(俳 句 とか演 劇 な ど)に つい ては ・同好 老

グル ー プ、文化 団体 、専 門雑誌 な どへ依頼 す る ものが 多 い 。 こ の場 合 は、全 国的 な範 囲か

らの 誘 客 を期待 して い る。 この よ うな特定者 を対 象 とす る イベ ン トには、今 後 パ ソコ ン通

信 の 活 用 が検討 が考 え られ る。 その理 由は、 日常的 な交 流 が 重 要 な意味 を持 ち、相 互の情

報 交 流 が高 まるこ とに よ って イベ ン トの効 果 も大 き くな る か らで あ る。
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3.3ふ る さ と物 産分析

3.3.1物 産 内 容か ら見た分析

地 方 の市 町村 が 、ふ る さと振興 におい て最 も強 い関 心 を示 してい るものが 、rふ る さと

物 産 』 で226団 体 が何ん らか のか た ちで、取 りあげ て い る。 全 国 的傾 向 と して、東京 か

ら遠 隔 の地 にあ る自治 体が よ り熱 心 で、何 ん らか の特 産 を開 発 してい る。内 容別 に より多

い物 産 ・特 産 品か らみ る と食品 が129で 最 も多 く、 次 が 農 産 物95、 果物57、 木工 民

芸44、 海 産物34、 酒 ・ワイン28、 畜 産物14と な って い る。 これ らの うち最近 開発

され た新商 品 と しての特産 品 も多 く、地域 にお け る商 品 開 発 力 もた か ま りつつ あ る ことが

注 目 され る。 これ らは 、地 域振 興 の一環 と して 、努力 され た 成 果 で ある と思 われ る。

3.3.2販 売方 法か ら見 た分析

ふ る さ と物 産 は 、北 海 道 か ら九 州 、 沖 縄 の 各 県 に広 く分布 しているが 、 その販売 方法

は 、 地 域 ご とに著 しく異 なる。 ただ共通 してい る のは 、ふ る さ と小 包等 に よる宅 配 が一般

化 しつ つ あ るこ とで ある。 この理 由 は、郷土 性 の強 い特 産 品 を 中 心 と した ものが取 り扱 わ

れ るた めに、一般 の市場 に向か ない商 品が主 流 を なすか らで あ ろ う。

ふ る さと物産 の多 い北 海道 におい ては 、農 協 、漁 協 とい う一般 の農産 物 、海産 物 を扱

う流 通 機構 で は な く、ふ る さ と物 産 を ま さに商 品 と して扱 う、 卸売 業 を通 じるものが圧倒

的 に 多 い。 これ に対 して 、青 森 、岩手 、秋 田 、山形 等 の東 北 各 県 におい ては 、卸売 業 と農

協 、漁 協が半 々 とな り、福 島か ら関東 、関西 、 中国地 方 に な る と依 然 と して 、農協 、漁

協 が 圧 倒 的 に多 くな り、従 来 の農産物 、海 産物 と しての 流 通 経 路 に頼 る状 況 にあ る。

ふ る さと物産 の特徴 と して 、生 産者 が 常 に消 費者 を意 識 して 、消 費者 の好 みや 趣 向に合

った 商 品 をつ くり、高 付加 価値 を実現 す る こ とにあ る とす る と、今 後 の販売 方法 は 、消費

者 に よ り直 結 した ものに な ろ う。 すな わち、直 売宅 配 の 方 向 で あ り、一 方 では高 級品化 し

て 東 京 等大 都市 の一流 デ パ ー トに よ る販売 で あ る。 この よ うな二 極 分解 過程 におい て、大

都 市 で開催 され る各地 方 の物 産展 は生 産者 、消 費者 の両 方 に 「ふ る さ と物産 」 の意味 づけ

を明 確 に してい く、 よい機会 とな るで あろ う。
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3.3.3PRの 方法 と範 囲か ら見 た分析

現 在 、 「ふ る さ と物産 」のPR方 法 は 、パ ンフレッ ト、 カ タ ロ グで あ る。 かつ ては、 ロ

コ ミ、 チ ラシ程 度 で あ った ものが 、 自分達 の物産 を よ り多 くの人 々に、 かつ 高範 囲に告知

し よ う とす る場 合 、 よ り正 確 な情 報 と して こえを積 極 的 に知 らせ るため に経済 的 な手段 と

して 、 紙 の媒体 であ るパ ンフ レッ ト。 カ タログは手 っ と り早 い方 法 と言 え る。 しか し、 こ

れ ら印 刷物 をいか に消費者 や需 要者 に手渡 すか 、 と くに大 都 市 の 人 々に有 効 に配布 しよ う

と な る と非 常 に 困 難 な課 題 とな る。 よ り積 極 的 に告 知 しよ う とな る とマ ス媒 体 であ る新

聞 、 ラ ジナ 、TVの 活用 が不可 欠 とな る。 しか し、 これ らは 、 非 常 に高価 な宣 伝広告 費 を

覚 悟 しなけれ ば活用 できない。現 在 、北海道 において これ らマ ス媒 体 を利 用 してい る例 を

み る と、浜 頓別 町 の サケ、毛 ガニ 、ホ タテ 、清里 町の 「じゃが い も焼 酎 」 、美 深町 の 「や

ま べ珍 味揚 」 「白樺 樹液森 の雫 」音別 町 の 「ラ ンチテ ーブ ル ・セ ッ ト」北 竜 町 の 「北竜 メ

ロ ン」 、 「ひ まわ り製品 」 などで 、いずれ も付加価 値高 い商 品 で あ る と言 え る。

この よ うな各 市町 村 ごとのPR努 力 に対 して、県、道 単 位 とか 広 域圏単 位 で東京 をは じ

め大 都 市 で の 「ふ るさ と物 産展 」 に参加 す る自治体 も多 い 。直 接 消 費者 と接 触 し、彼等 の

二 」 ズや物 産 に対 す る反応 を直 接体 験 で きる貴重 な機 会 と な る。 しか し、'この場 合は 、あ

くま で も商 品販 売 が 目的では ない ので 、 この よ うな体 験 を積 み 重 ね なが ら、一人 前の 「ふ

る さ と物産 」 をつ くる手段 と言 え よう。

PRの 範 囲 は 、主 流 は各 道 県 内 で あ るが 、 北 海 道 は全 国 を対象 とす る ものが非常 に多

い。 東 北 では 、岩手 、福 島が比較 的 多 くな ってい る。一 方 、 す で に商品 と して確 立 してい

る 中 国 地方 の果 物 な どは全 国対 象 の ものが多 い。 その 他 の 県 にお い ては、県 内 か らブ ロッ

ク(地 方)へ 順 次PRの 範 囲 を拡 大 す る とい う傾向が み られ る。 いずれ に して も全国的 マ

ス媒 体 とな る と高額 のPR費 用 とな るので一 般 の 「ふ る さ と物 産 」 では、 まだ それだ けの

負 担 能 力 が ない とい うのが実情 の ようであ る。
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(3)都 市 とA村 のふ る さ と'交戻車 某 につ い て

Dす で に交 沈事 案 を実 施 して い る ② 検 討 して い る ◎ 考 えて い ない

1

'

① ② Φ

(1)事 英 名

(2)期 間

(3)規 摸

(4)PRの 方 法

(5)PRの 範 囲

3.2イ ベ ン ト分 析

3.2.1事 業 内 容か ら見 た分析

ふ る さ と創 生事業 の主流 を なす のが 、各市 町村 が主 催 す る各 種 のふ る さ とイベ ン トであ

る。 本 調 査 に お い て も200団 体 が イベ ン ト開 催 に関 心 を示 してお り北海 道 ・東 北 ・九

州 、 の東 京 か ら遠 距 離 の 自治 体 ほ ど熱 心 な意 向 を 示 している.イ ベ ン トの最 も多 い内容

は 、総 合 祭 り103、 踊 り ・唄が35、 花 火 ・火 祭が29、 ス ポ ー ツが32、 自然 をテ ー.

マ とす るものが33、 味覚 が26、 雪 ・氷 が19、 海 ・湖 沼 が13、 空 ・気球 が4と な っ

て い る。 これ らを イベ ン トの形式 か らみ る と、大 き く次 の4つ に分 け られ る。 ふ るさ と物

産 をテ ーマ とした産業祭 、ふ る さ との 自然(緑 、 ほた る・花 等)を テ ーマ と した フェ スチ

バル 、 スポー ツ(ス キー、マ ラソ ン、熱 気球等)を テ ーマ と した イベ ン ト・ そ して伝 統 的

な季 節 ご との祭 り(夏 まつ り等 で伝統 的 な行 事 を中 心 と した も の)で あ る。 これ らは ・各

々の イベ γ トに地域 の特 色 を活 かす工 夫 を し・魅 力的 な ネ ー ミン グを した もの が多 い。開

催 の季 節 は 、比 較的8月 に集 中 してい るが 、秋 、春 、冬 、各 々の 季節 に、 その時期 の特産

や スポ ーツ等 をテ ーマ とした イベ ン トも数 多 く企 画 され て い る。
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3.4都 市 と農村交流事業分析

3.4.1事 業 内 容か ら見 た分析

交 流 事 業 を実 施 してい る町村 で、67団 体か ら回答 が あ った が 、交流事 業数 と しては 、

82ケ ースで あ った 。最 も多い地方 は、中部地方 の23ケ ー ス、次 が東北 の18ケ ー ス、

関 東 のllケ ー ス、北 海道 の10ケ ース とい う順 序 に な って い る。 交流事業 であるの で・

あ る程 度距離 の条 件 が影響 す るこ とが推測 され 、東京 か ら比 較 的 近 い中部 、東北 の地方 に

多 い。

交 流 事業 の内 容か らみ る と、一般の 「ふ るさと交流 事 業 」 が30ケ ー スで最 も多 く・次

が祭 りや行事 を含 め た ツア ーとか交流会 で21ケ ース、 第3番 目が 「ふ る さ と体験 学習 」

の19ケ ー スで あ る。 「ふ るさと交流事業 」の特徴 は 、 「物 産 」 か ら発展 した 「ふ る さ と

会 員 制 度」 あ るいは 、北海道 上富 良野町 の ラベ ンダー オ ー ナ ー制 度や 、広 島県筒貫村 の分

収 育 林 事業 、大 分県 の上津 江村 の 「ふ るさ と森 づ くり」 な ど長 期 にわた る交 流事業 へ と発

展 してい る。一 方 、特定市 町村 を姉 妹都 市 な どの相手 と して親 善 、友 好交流 活動 を行 うも

の か ら さま ざ ま な イベ ン ト(例 ふ る さ と祭 りな ど)を 契機 と して、行 な う交流 活動 が あ

る。

第3は 、 「ふ る さ と体験学習 」 タ イプで、山村留 学 制 度 を は じめ 自然体験王 国 、農山 村

生 活 体験 事業 が 、小 中学生 を対象 に多 くの町村 で試 み られ て い る。

この 教育 的要 素 を持つ体 験交流 は、一般 に広範 囲か ら小 中学 生 を集め る こ とか ら して 、

PRの 方法 は 、新 聞 、 ラジオ、TVが 多い 。

交 流 の規模 は、30人 程度 の ものか ら500人 か ら1000人 、 あるい は3万 ～4万 と

い う規 模 の もの まで あ る。 多 くは 、50人 か ら100人 台が 最 も多 い。比較 的大規 模 な も

の は、 新潟 、長野 、 静岡 、岐阜 の地方 に多 い。

3.4.2PR方 法 か ら見 た分析

PR方 法 と して最 も多い のが、新聞 、 ラジナ、TVで 、次 が チ ラ シ、 ロコ ミであ る。パ

ンフ レ ッ ト、DMも 多い。 出身者 への依頼 とか 、生協 、JRな ど も使 われ て いる。交流 活

動 も規模 が大 き くな るに従 い 、PR方 法 もよ り広範 囲 に不 特 定 の 人 々を対 象 に向け られ る

傾 向 に ある。
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一 方 、 自か らの町村 の 出身者 に よるふ る さと交流 会(紫 波 町 ふ る さ と会 、雫石 町友 会 な

ど)は 、DMや 新聞 が使 われ て い る。 お そ ら く口こみ 、 チ ラ シ な ど も使 われ る ことが 多い

で あ ろ う。

3・4・3PRの 範 囲か ら見 た分析

PRの 範 囲は、 自か らの町村 内 か その周辺 地域が20ケ ー ス で最 も多 く、東京 全国 を対

象 とす るものが15ケ ー ス・r方 特 定 自治体 を対象 とす る もの が8ケ ー スとな って い る・

次 か らの出 身者 が4ケ ー ス、会 員 対象 とい うものが2ケ ー ス あ った 。

交 流活 動 を拡大 発展 させ るた め に、行事 の案内 、PRを 幅 広 く持 続 させ るこ とは なか な

か 困 難 で あ る。事業 ベ ー スに早 くのせ て 、新 聞 、 ラジ ナ、TV等 の マ ス媒 体 を使 うか 、 あ

るい は 、 ロコ ミ、DMで 特 定 の会 員 を しっか りとつ な ぎ止 め るか 、 いずれ に して もPRの

方 法 と範囲 が選択 され る。

パ ソコ ン通信 等 で、交流 活動 一 般 の情報 が利用 され るか ど うか は 、 にわか に判 断 で きな

い が 、 東京 ふ るさ とセ ンターの よ うな情報 セ ンタ ーにデ ー タベ ー スが確立 し、電 話やFA

Xで 情 報 サ ー ビスが提 供 され る段 階 か ら始 ま る とみ るべ き で あ ろ う。
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ア ンケ ー ト集 計 結 果

物 産 ・特 産 品 等 祭 り ・ フ ェ ス テ ィ バ ル 地域交 流

農

産

物

海

産

物

畜

産

物

果

物

酒

ワ

イ

ン

食

品

木

工

民

芸

そ

の

他

植

物

二
化

味

覚

ス

ボ

1

ツ

花

火
◆

火

雪
.

氷

海
.

湖

沼

空
・

気

球

踊

り
●

唄

総

合

祭

り

物

産

交

流

人

的

交
流

そ

の

他

95 34 14 57 28 129 44 47 33 26 32 29 19 13 4 35 103 11 65 18

・該 当市 町村 数304

・農 産 物 に は 山 菜 等 を 含 む

・食 品 には農 ,海,畜 産 物 の加 工 品 を 含 む

・踊 り ・唄 は郷 土 色 の強 い芸 能 祭

.・総 合 祭 りに は物 産展,各 種 コ ンサ ー ト,文 化 祭,芸 術祭 等 を 含 む

・物 産 交 流 は特 産 品等 の宅 配

・人 的 交 流 は各 種 イベ ン トの 体 験

・その 他 の交 流 は 樹木 等 の 出資 会 員制 度 ,出 身 市 町 村 会専
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ア ンケ ー ト集 計 表 1

フ

ロ

ッ

ク

名

物 産 ・特 産 品 等 祭 り ・フ ェス テ ィ バ ル 地 域 交 流

そ

の
他

人
的

交
流

物

産

交

流

総

合

祭

り

踊

り

・

唄

空

・
気

球

雪

・

氷

花

火

・
火

ス

ポ

ー

ツ

味

覚

植

物

・
花

そ

の
他

木

工

民

芸

食

品

酒

ワ

イ

ン

果

物

畜

産

物

海

産

物

農

産

物

恵 山町 ○

穂別町 ○ ○ ○ ○ ○ ○

芦別市 ○ ○

北 羅臼町 ○

中川町 ○ ○ ○

小清水町 ○ ○ ○ ○ ○ 0 ○

大野町0 ○ ○ ○

蘭越町 ○ ○

仁木町 ○ ○ ○ ○

八雲 町 ○ ○

様似町 ○ ○ ○ ○ ○

石狩町 ○ ○ ○ ○ ○ ○

海 長沼町 ○

美 瑛町 ○ ○ ○ ○

上富 良野町 ○ O ○ ○ ○

東川 町 ○ ○ ○

東神 楽町 ○

新十津川町 ○ OO ○ ○

上士幌町 ○ ○

増毛町 ○

道

秩父別町 ○ ○ ○ ○

北竜町 ○ ○ ○

赤平市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

釧路市 ○

音別町 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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ア ンケ ー ト集 計 表 2

ブ
ロ

ッ

ク

名

項目

自治体ぺ

物 産 ・特 産 品 等 祭 り ・フ ェ ス テ ィバ ル 地域交流

農

産

物

海

産

物

畜

産

物

果

物

酒

ワ

イ

ン

食

品

木
工

民

芸

そ

の

他

植
物

二
化

味

覚

ス

ポ

1

ツ

花

火
●

火

雪
●

氷

空
・

気

球

踊

り
.

唄

総
合

祭

り

物
産

交

流

人

的

交

流

そ

の

他

北

海

道

中札内村 ○ ○

大樹町 ○ ○

足寄町 ○ ○ ○

北見市 ○ ○ ○ ○

美深町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊富町 ○ ○ o ○ ○ ○ ○

歌登町 ○ ○

清里町 ○ ○ ○

浜頓別町 ○ ○ ○

上湧別町 ○

沼 田町 ○ ○ ○ ○
9

○

小 計 16 7 4 4 5 15 7 3 11 8 5 6 8 4 3 8 3 5 2
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ア ンケ ー ト集 計 表 3

フ

ロ

ッ

ク

名

物 産 ・特 産 品 等 祭 り ・ フ ェ ス テ ィ バ ル 地域交流

畜

産

物

海

産

物

農

産
物

食

品

酒

ワ

イ

ン

果

物

植

物

・

花

そ

の
他

木

工

民

芸

踊

り

・

唄

空

・
気

球

雪

・
氷

花

火

・
火

ス

ポ

ー

ツ

味
覚

そ

の

他

人

的

交

流

物

産

交

流

総

合

祭

り

南部町 ○ ○ ○ ○ ○ ○

東

北

地

方

六 ヶ所村 ○ ○

金木町 ○ ○ ○

中里町 ○

田子町 ○ ○ ○

尾上町 ○ ○ ○

青 碇 ヶ関村 ○ 〇

三戸 町 ○ ○ ○ ○

森 階上町
"○

天間林町 ○

県 野辺地町 ○ ○ ○ ○

風間浦村 ○

十和田市 ○

弘前市 ○

岩

手

.

県

金 ケ崎町 ○ ○

滝沢村 ○ ○ ○

雫石町 ○

大船渡市 ○

三陸町 ○

水沢 市 ○ ○

北上市 ○ ○ ○ ○

田老町 ○ ○ ○

宮守村 ○ ○ ○

紫波町 ○ ○ ○

浄法寺町 ○ ○
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ア ンケ ー ト集 計 表 4

プ

ロ

ツ

ク

名

岩

手

県

西根町

東 山町

陸 前高田市

花 泉町

松島町

宮 豊里町

城

柴 田町

東和町

県 古川市

塩釜市

横手市

秋 能代市

昭和町

田

八森町

合川町

雄勝町

県 十文字町

東成 瀬村

酒 田市

山 山形市

形

高畠町

朝 日村

県 河北町

舟 形町

物 産 ・特 産 品 等

農

産

物

○

○

海

産

物

○

○

○

畜

産

物

○

果

物

○

○

酒

ワ

イ

ン

○

○

食

品

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

O

○

○

○

木

工
民

芸

○

○

○

○

○

○

○

○

○

そ

の

他

○

○

○

○

○

○

○

祭 り ・フ ェ ス テ ィバ ル

植

物

・
花

○

味

覚

○

○

○

○

ス

ポ

ー

ツ

○

○

○

○

○

花

火

・
火

○

0

○

雪
●

氷

空

・
気

球

踊

り

・

唄

○

○

総
合

祭

り

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

地域交流

物
産

交

流

○

人
的

交
流

○

○

o

○

○

○

○

○

そ

の
他

○

〇
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5

地域交流

ア ンケ ー ト集 計 表

祭 り ・フ ェ ス テ ィバ ル物 産 ・特 産 品 等

そ

の
他

人
的

交

流

物

産
交

流

総

合

祭

り

踊

り

・
唄

空

・

気

球

雪

・

氷

花

火

・
火

ス

ポ

ー

ツ

味

覚

植

物

・
花

そ

の
他

木

工

民

芸

食

品

酒

ワ

イ

ン

果

物

畜

産

物

海

産

物

農

産

物

ブ

ロ

ッ

ク

名

○○○○○福島市

0○伊 達町

○岩瀬村

O○○会津若松市

○伊南村

○○○○槍枝岐村

○○○○0只見町

○白沢村

○○高郷村

O小野町

○O○薪鶴村

O○○鹿島町

○○平 田村

 

福

島

県

215

 

127

 

403467512

 

1831

 

681513

 

計小
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ア ンケ ー ト集 計 表 6

プ

ロ

ツ

ク

名

関

東

地

方

茨

城

県

明野町

那珂湊市

美野里町

石岡市

千代田村

南那須町

栃

木

県

今市市

大田原市

鹿沼市

明和村

群 上野村

吉井町

馬

宮城村

桐生市

黒保根村

県 東村

利根村

八 潮市

埼

玉 日高町

県

行田市

栗源町

下総町

千

葉 野栄町

県

飯岡町

大 多喜町

物 産 ・特 産 品 等

農

産

物

○

○

○

○

○

海

産

物

○

畜

産

物

○

果

物

○

○

○

○

酒

ワ

イ

ン

○

○

食

品

○

○

○

○

○

○

○

○

○

木

工
民

芸

○

○

そ

の

他

○

○

○

○

○

○

祭 り ・フ ェ ス テ ィバ ル

植

物

・
花

○

○

味

覚

○

ス

ポ

ー

ツ

○

○

花

火

・
火

○

○

海

・
湖

沼

○

空

・
気

球

踊

り

・

唄

○

○

○

○

総

合

祭

り

○

○

○

○

○

○

○

○

地域交流

物

産

交

流

○.

○

人

的

交

流

○

○

○

○

○

○

そ

の

他

〇
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ア ンケ ー ト集 計表 7

ブ

ロ

ッ

ク

名

千

葉

県

神

奈

川

県

東

京

都

船橋市

松戸市

相模原市

大和市

小 田原市

城山町

国分寺市

青 ヶ島村

立川市

大島町

小 計

物 産 ・特 産 品 等

農

産

物

○

○

○

O

9

海

産

物

○

○

3

畜

産

物

1

果

物

○

5

酒

ワ

イ

ン

○

3

食

品

○

○

11

木

工
民

芸

○

3

そ

の

他

○

7

祭 り ・ フ ェ ス テ ィ バ ル

植

物

・

花

○

○

○

5

味

覚

1

ス

ポ

ー

ツ

2

花

火
●

火

○

3

海

・

湖

沼

1

空

・

気

球

0

り

・

唄

4

総

合

祭

り

○

○

○

○

○

○

○

○

16

地域交流

物

産

交

流

○

3

人

的

交

流

○

○

○'

9

そ

の

他

1

一42一



ア ン ケ ー ト集 計 表 8

ブ

ロ

ッ

ク

名

新

潟

県

長

野

県

朝 日村

高柳町

安塚町

羽茂町

十 日町布

佐和 田町

柏崎市

湯沢 町

松代 町

板倉 町

中之 口村

巻町

中条 町

小布施町

武 石 村 ・

長門 町

東部町

三水村

平谷村

木 曽福島町

大町市

売木村

松川町

駒 ケ根 市

麻績村

物 産 ・特産 品 等

農

産
物

○

○

○

○

○

○

○

海

産

物

畜

産

物

○

○

果

物

○

○

○

O

○

○

○

酒

ワ

イ

ン

0

○

○

○

食

品

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

木

工

民

芸

○

そ

の

他

○

○

○

祭 り ・ フ ェ ス テ ィ バ ル

植

物

・

花

○

味

覚

○

○

ス

ポ

ー

ツ

○

花

火

・

火

雪
●

k
、
フ

○

○

○

○

海

・
湖

沼

○

踊

り

・

唄

○

o

○

○

○.

総

合

祭

り

○

○

○

地域交流

物

産

交

流

○

人

的

交

流

○

○

○

○

○

○

○

○

O

○

○

そ

の
他

○

○

○

〇

一43一



ア ンケ ー ト集 計 表 9

フ

ロ

ッ

ク

名

山

梨

県

静

岡

県

岐

阜

県

愛

知

県

美麻村

甲府市

櫛形町

三富村

韮 崎市

武川村

御殿場市

河津町

相 良町

藤 枝市

島田市

湖西市

天竜市

水窪町

巣南町

関市

羽島市

春 日村

久 々野町

河合村

川上村

坂下町

音羽町

稲武町

下山村

物 産 ・特産 品 等

農

産

物

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

海

産

物

○

畜

産

物

○

果

物

○

○

○

○

○

○

酒

ワ

イ

ン

○

○

食

品

○

○

○

○

○

○

木

工

民

芸

○

○

○

そ

の

他

○

祭 り ・フ ェ ス テ ィ バ ル

植

物

・
花

○

○

味

覚

○

ス

ポ

ー

ツ

○

○

○

花

火

・
火

○

○

雪

k、フ

○

海

・

湖

沼

踊

り

・

唄

○

総

合

祭
り

○

○

○

○

○

○

○

地域交流

物

産

交
流

○

人
的

交
流

○

○

○

○

○

○

そ

の
他

○

〇
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ア ン ケ ー ト集 計 表 10

フ

ロ

ッ

ク

名

愛

知

県

東 海 市 《

師勝町

富

山

県

新湊市

魚津市

内浦町

石

川 門 前町

県

津幡町

福

井

県

大野市

丸岡町

小 計

物 産 ・特 産 品 等

農

産

物

○

○

○

○

23

海

産

物

○

○

○

4

畜

産

物

3

果

物

○

○

15

酒

ワ

イ

ン

○

7

食
品

○

○

○

21

木

工
民

芸

4

そ

の

他

○

5

祭 り ・フ ェ ス テ ィバ ル

植

物

・
花

○

4

味

覚

○

4

ス

ポ

ー

ツ

○

5

花

火

・
火

○

3

雪
■

氷

○

6

海

・
湖

沼

○

2

踊

り

・

唄

○

7

総

合

祭

り

○

○

○

13

地域交流

物

産
交

流

人
的

交

流

○

○

'
192

そ

の
他

○

7
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ア ンケ ー ト集 計 表 11

プ

ロ

ツ

ク

名

関

西

地

方

三
重

県

滋

賀

県

京

都

府

兵

和

歌

山

四 日市市

鈴鹿市

上野市

大台町

宮川村

紀和町

朽木村

マ キ ノ町

近江八幡市

草 津市

長浜市

湖 北町

何 日市

山城町

舞鶴市

弥栄町

加悦町

大宮町

加西市

新宮市

下津町

小 計

物 産 ・特 産 品 等

農

産
物

○

1

海

産

物

○

1

畜

産

物

果

物

○

○

○

酒

ワ

イ

ン

○

○

230

食

品

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

16

木

工

民
芸

○

1

そ

の
他

○

○

○

○

○

○

○

○

○

9

祭 り ・フ ェ ス テ ィバ ル

植

物

・
花

○

1

味

覚

○

1

ス

ポ

ー

ツ

0

花

火

・
火

○

1

海

・
湖

沼

0

雪

k、フ

○

○

2

踊

り

・

唄

○

○

○

3

総

合

祭

り

○

○

○

○

○

○

○

○

○

9

地域交流

物

産

交

流

0

人

的

交
流

○

○

○

○

○

○

6

そ

の

他

0

注)大 阪府,奈 良県 は該 当市 町村 な し
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ア ン ケ ー ト集 計 表 12

プ

ロ

ツ

ク

名

項目

自治体名＼
＼

物 産 ・特産 品 等 祭 り ・フ ェ ス テ ィバ ル 地域交流

農

産

物

海

産

物

畜

産

物

果

物

酒

ワ

イ

ン

食

品

木
工

民

芸

そ

の

他

植

物

二
化

味

覚

ス

ポ

1

ツ

花

火
・

火

海
●

湖

沼

空
■

気

球

踊

り
■

唄

総

合

祭

り

物

産

交

流

人
'的

交

流

そ
の

他

中

国

地

方

岡

山

県

奥津 町 ○ ○ ○ ○

灘崎 町 ○ ○ ○

勝央 町 ○ ○

芳 井町 ○ ○

川 上町 ○ ○ ○ ○

賀陽町 ○

新見市 ○ ○ ○

山手村 ○ ○

落合町 ○ ○

広

島

県

東広 島市 ○

竹原 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉 舎町 ○ ○ ○ I
l

筒 賀村 ○

安 浦町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

戸 河内町 ○ ○ ○ ○

鳥

取

県

境港市 ○

用 瀬 町. ○ ○

大山町 ○ ○ ○

島

根

県,

浜 田市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

八束町 ○

匹見町 ○ ○

東出雲町 ○ ○ ○ ○ ○ ○

由宇町 ○ ○ ○ ○

橘町 ○ ○ ○ ○

小 計 8 4 1 7 1 10 6 4 0 1 4 5 2 0 2 15 0 2 1
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ア ンケ ー ト集 計 表 13

プ

ロ

ツ

ク

名

物 産 ・特 産 品 等 祭 り ・フ ェ ス テ ィ バ ル 地域交流

果

物

畜

産

物

海

産

物

農

産

物

食

品

酒

ワ

イ

ン

味

覚

植

物

・
花

そ

の
他

木

工

民

芸

踊

り

・

明

室

・
気

球

海

・
湖

沼

花

火

・
火

ス

ポ

ー

ツ

そ

の

他

人
的

交

流

物

産

交

流

総

合

祭

り

四

国

地

方

三野町 ○ ○ ○

神 山町 ○

上那賀町 ○ ○

徳

島

県

牟岐町 ○ ○

海部町 ○

穴喰町 ○ ○

脇町 ○ ○ ○

半田町 ○ ○ ○

香

川

県

琴南町 ○ ○

高瀬町 ○ O

砥部町 ○ ○

愛

媛

県

玉川町 ○ ○

上浦町 ○ ○ ○

五十崎町 ○ ○

瀬戸町 ○ ○ ○ ○ ○

宇和町 ○ ○ ○ ○ ○

広見町 ○ ○ ○ ○

西海町 ○ ○

川之江市 ○ ○

別子山村 ○

吾川村 9 ○ ○ ○ ○

高

知

県

馬路村 ○ ○ ○

本川村 ○ ○

大方町 ○ ○ ○ ○ ○

小 計 8 3 2 5 0 8 3 2 3 4 5 4 3 0 3 6 1 2 2
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ア ンケ ー ト集 計 表 14

ブ

ロ

ッ

ク

名

九

州

福

岡

県

久留米市

遠賀町

行橋市

星野村

佐

賀

県

有田町

相知町

蜂町

長

崎 国見町

県

布津町

菊 地市

北 部町

熊 苓北町

天草町

本

五木村

水上村

長洲町

県 不知火町

大津町

泉村

本耶馬渓町

大 臼杵市

分

薄江町

中津江村

県 上津江村

久住町

物 産 ・特 産 品 等

農

産

物

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

海

産

物

○

○

畜

産

物

果

物

○

○

O

○

○

○

酉

ワ

イ

ン

食

品

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

木

工

民

芸

○

そ

の

他

○

○

○

○

祭 り ・ フ ェ ス テ ィ バ ル

植

物

・

花

○

○

○

味

覚

ス

ポ

ー

ツ

花

火

・
火

○

○

海

・

湖

沼

○

空

・

気

球

踊

り

・

唄

○

○

○

○

○

○

総
合

祭

り

○

○

○

○

○

地域交流

物

産

交

流

人

的

交

流

○

○

○

○

そ

の
他

○

〇
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ア ンケ ー ト集 計 表 15

ブ

ロ

ッ

ク

名

物 産 ・特 産 品 等 祭 り ・フ ェ ス テ ィバ ル 地域交 流

農
産

物

海 畜 果 酒 食

産 産 物 ワ 品

物 物 イ
ン

味

覚

植

物

・
花

そ

の
他

木

工

民
芸

踊

り

・

明

室

・
気

球

海

・
湖

沼

花

火

・
火

ス

ポ

ー

ツ

そ

の

他

人

的

交
流

物

産

交

流

総

合

祭

り

大

分

県

日出町 ○ ○

朝地町 ○ ○ ○

犬 飼町 ○ ○

高岡町 ○ ○

宮 椎葉村 ○ ○ ○

高鍋町 ○ ○ ○ ○ ○ ○

木城町 ○ ○ ○

県 須木町 ○ ○ ○ ○

野尻町 ○ ○

指宿市 ○ ○ ○ ○

鹿 頴娃町 ○ ○ ○

中種子町 ○ ○ ○

児

島

県

屋久町 ○ ○ ○ ○

喜界町 ○ ○ ○

輝北町 ○ ○

大和村 ○

伊集院町 ○ ○

沖 伊江村 ○ ○ ○

小 計 17 7 2 10 4 17 2 5 4 0 5 3 5 0 9 9 1 7 3
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4地 域 振 興 に係 わ る新 しい ネ ッ トワー ク

4.1地 域 振 興

4.1.1地 域 振 興 策 の 推 移

戦 後 の地 域 振 興 策 はピ 大 き く三 つ の時 代 に 分 け る こ とが で きよ う。 第1期 は,戦 後 の復

興 が進 み,わ が国 の 経 済 が急 速 に立 ち直 りは じめた 昭 和30年 代 で あ る。 この時 期 は, .地 方

にお い て 東京,大 阪 とい った大 都 市 圏へ の 人 口流 出が 進 み,過 疎 化 対 策 と して工 業 誘 致 に

よ って 地 域 振興 を行 お う と した時 代 で あ る。 地 方 自治 体 は工業 誘 致 に よ り,雇 用 を創 出 し,

所 得 の 向 上 と,地 方 財 政 の 安定 を 目指 し,競 って工 場 誘 致 条例 を 制 定 した。 しか し当時 の

産 業 の 中 心 は 製鉄,製 油.石 油 化 学 コ ン ビナ ー トな ど重 化 学工 業 が 中心 で あ った ため,巨

額 な 設 備 資 金 を必 要 とす る と と もに,大 型 港 湾 や大 消 費 地 の 近 くに立 地 す る必 要 が あ った 。

また 地 方 自治 体 が工 場 誘 致 競 争 に勝 つ た め に は,投 資 効 率 を 上 回 る優 遇 策 を と る必 要 が あ

り,多 くの 自治 体 は 次 第 に工 場誘 致 によ る地 域 振興 に疑 問 を 持つ よ うにな った 。 さ らに公

害 問 題 の ク ロー ズ ア ップ によ り,工 場 誘致 に よ る地域 振 興 の 時代 は幕 を 閉 じた 。

第2期 は,経 済 の 高 度 成 長 が進 む 中,税 収 が 伸 び る政 府 か ら,豊 富 な財 政 資 金 が 流入 す

るよ うに な り,地 方 圏 の 経 済 が 潤 いだ した昭 和40年 代 で あ る。 この 時期 は,ど の 自治体 も

歳入 の 規 模 を 年 ご と に大 型 にで き,様 々 な事 業 を 展開 す る こ とが可 能 と な った 。 ま た新 幹

線,高 速 道 路 を 中 心 と した 大 規模 な公 共 投 資 が各 地で 行 わ れ,地 域 雇 用 を 創 出 し,地 域振

興 に貢 献 した 。 しか し政 府 か ら流 れ て くる財 政 資 金を うま く活 用 して,地 方 自治 体 が 自立

的 な経 済 体 質 を 作 り上 げて いか な い場 合,財 政 資 金 に頼 れ ない 時 代 が くる と,き わ め て 深

刻 な事 態 が 発 生 す る。 昭 和48年 に 発生 した石 油 シ ョック は,肝 心 の 国 財政 が 極 度 に悪 化 し,

財 政再 建 が緊 急 課 題 と な り,従 来 の よ うに豊富 な財 政資 金 を 地 方 に 送 り込 む こ とが で きな

くな った。 こ う して 財 政 資金 によ る地域 振 興 の時 代 は終 焉 を迎 え た 。

昭和50年 代 に入 る と,大 都 市 圏 の産 業 界 が思 い切 った減 量 経 営 を 迫 られ,人 減 ら しに積

極 的 に取 り組 む と と もに,重 厚 長 大 か ら軽 薄短 小 へ と産 業 構 造 の 転 換 が進 ん だ 。 この 時期

は,Uタ ー ン現 象 が 起 こる と と もに,若 者 の 地方 定住 志 向が 高 ま り,地 方 圏 で の 人 口が 流

出か ら増 加 に転 じた 時 期 で あ る。 ま た昭 和50年 代 後半 に は新 幹 線,高 速 自動 車 道 の 全 国 的

な基幹 整 備 が 終 了 し,ハ イ テ ク産 業 の地 方 進 出 が活発 に行 わ れ,新 た な工 業 誘 致 策 が と ら

れ るよ うに な った 。 しか し こ う した 地域 振 興 策 は,高 速 道 路 沿 線 の 利 便性 の高 い 地 域 に限
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られ る と と もに,地 方 圏 に お け る 中核 都 市 へ の 人 口の 集 中 と,周 辺 山間 部 の 過 疎化 の 進 展

とい った 新 た な 問題 を 引 き 起 こす 結 果 とな った 。

こ う した 中 で 地 方 自治 体 は 自力 で 地 域 経済 を活 性 化す る とい う第3期 の 時 代 に入 る こ と

とな る。 た だ し,こ う した 自力 で 地 域 経 済 を 活性 化 す ると い う地 域 振 興策 は,昭 和30年 代

か らす で に実 行 され て お り,近 年 追 従 す る地 方 自治 体 が 多 くな った とい う ことで あ る。

4.1.2自 立 型 地 域 振興 策

自立 型 地 域振 興 策 は,国,県 な ど外部 の 力 に頼 らず,自 治体 内の 農 業,観 光 資源 を 中心

と して 地 域 の 活性 化 を 進 め よ う とす る もの で あ る。 こ う した 地 域 振 興策 はt昭 和30年 代 よ

りい くつ か の 地方 自治 体 で 実 行 され て い た が,現 在の よ う に地 域 振 興 策 の主 流 とな'った の

は,昭 和54年 に大 分県 知 事 に就 任 した 平 松 氏 が 「一村 一 品 運 動 」 とい う名称 を つ け.県 下

の58市 町村 長 に呼 び か けた こ と に は じま る。 こ こで は,早 くか ら自立 型 地 域振 興 に取 り組

ん だ い くつ かの 事 例 につ いて 紹 介 す る。

(1)大 分 県 大 山村(昭 和44年 よ り町 制)

昭 和30年 代,大 山 村 は 田畑 の 面 積 が小 さ く,貧 しい 農 家 ば か りで あ った 。 一戸 の 農家

の耕 地 面 積 が,当 時 の 全 国 平 均110ア ー ル を大 き く下 回 り,平 均 で も45ア ール,少 な い

農 家 で は20ア ール と い う有 り様 で あ った 。 朝 は暗 い うちか ら夜 遅 くま で 重労 働 が続 いた 。

しか し過 酷 な労 働 に もか かわ らず,大 山 村 の 生活 は少 し も楽 に な らなか った。 人 々 は農

作 業 の 合 間 に土 木 作 業 を して 生 活 を して いた 。 当時 村 長 で あ り農 協 組 合 長 を兼 務 して い

た矢 幡 氏 は,な ん とか して 村 民 を 重 労働 か ら開 放 し,安 定 した 収入 を得 る方 法 はな い も

の か と模 索 して いた 。 全 国 を 視 察 調 査 した結 果,ウ メ と ク リを 生 産 す るの が よ い とい う

結果 に達 した。 水 稲 栽 培 か らの 全 村 を 挙 げ て の転換 は,容 易 な こ とで はな か った が,村

の 新規 事 業 を 全 て ス トップ し,ウ メ と ク リの 生産 に取 り組 んだ 。 「ウ メ ・ク リ植 えて ハ

ワ イへ行 こ う」の キ ャ ッチ フ レ ーズ は単 な るか け声 に終 わ らず,昭 和42年 には第 一陣 が

ハ ワ イへ 向 けて 出 発 した 。 そ の 後,昭 和47年 には エ ノキ ダケ の 栽 培 に成 功 し,九 州 市 場

最 大 の シ ェ アを築 くにい た った 。 ウ メ と ク リの 収穫 はそ れ ぞ れ 年 一 回 だ が,エ ノ キ ダケ

は通 年 栽 培 が 可能 で あ る。 エ ノ キ ダケ の 収益 は月給,ウ メ と ク リの 収 益 は年2回 の ボ ー

ナ ス、と な った 。 百姓 は い や だ,サ ラ リー マ ンら しい生 活 を した い と い う矢 幡氏 の 執念 が,

こ う して つ い に実 現 した。

一52一



(2)北 海 道 池 田町

十 勝 ワ イ ンの生 み の 親 で あ る丸 谷 氏 が 町 長 に な った の は,昭 和32年 で あ った 。 当 時の

地 方 自治 体 は財 政 再 建 が 急 務 で あ り,池 田町 も例外 で はな か った。 再 建 法 の適 用 を 受 け,

3年 間 で 財 政 再 建 を 達 成 した 丸 谷 氏 は,財 政 基 盤 を強 化 す る ため に産 業 を 振興 しな けれ

ば な らな い と考 え た。 そ ん な時,目 に とま った の は,少 年 時代 よ り慣 れ 親 しん で き た野

山 に 自生 す る ブ ドウだ った。 町 の 青 年30人 とブ ドウ愛好 会 を つ くり,銀 行 か ら借 金 し,

山 梨 県 か ら苗 木 を 取 り寄 せ,栽 培 を開 始 した 。 栽培 が ス タ ー トして 間 もな く,技 術 指 導

で訪 れ た 専 門 家 か ら,自 生 して い るブ ドウが ソ連 で ワ イ ン醸 造 の 原 料 に使 わ れて い る ア

ム レ ン シス 系 で あ る こ とを 教 え られ,こ れ が き っか け とな って ワイ ンづ くりが始 ま った 。

昭 和39年 に は試 作 第 一 号 が 完成 し,第4回 国際 ワ イ ン品評 会 で銅 賞 を 獲 得 した 。 市販 の

開 始 は昭 和41年,43年 よ り利 益 を あ げ,46年 度 か らは利益 を 町 財 政 の一 般 会 計 に繰 り入

れ,当 初 の10年 間 で2億5千 万 にの ぼ った。 この財 源 を もと に,町 で はPTA会 費 の 全

額 町 負 担,学 校 給 食 の 補 助,老 人 医 療 費 の無 料 化,歩 道 の ワイ ンカ ラー舗 装 等 を行 い,

利 益 の 町 民 へ の 還 元 を 実 現 して い った 。

(3)宮 城 県 津 山町

北 上 川 の 流 域 に位 置す る この 町 は,面 積 の85%が 山林 で,そ の95%を 杉 が 占め る とい

う典 型 的 な杉 の 町 で あ った。 木 材 価 格 が 高 水準 を 続 け て いた 昭和40年 ごろ まで は,町 の

経 済 を 支 え る重 要 な 役 割 を 果 た して い たが,木 材需 要 の 減退 と外 材 の 輸 入 増加 で苦 境 に

追 い込 ま れ,津 山町 は人 口7000人 か ら5000人 に減少 す る過 疎 の町 に な って い った。 当時

の 町 長 佐 々木 氏 は 自 らの 力 で産 業 を 作 り上 げ る しか な い と判 断 し,役 場 内 に地 域 産 業創

造 の た め の プ ロ ジ ェ ク トチ ーム を発 足 させ た 。 こう した 中 か ら生 ま れ て きたの が,山 林

に眠 って い る無 価 値 に等 しい杉 の 間 伐材 を利 用 し,「 木 工 芸 の里 」を つ くろ うと い う構

想 で あ った。 昭和54年 に木 工 加 工 研 修 施 設 を建 設 し,大 学,研 究 機 関 の協 力 の も と,木

工 芸 の 担 い 手 の 養成 を 開 始 した。56年 に は木工 芸 品 を展 示 即 売 す る林 産 物 加工 品 等 展 示

販 売 施 設 「も くも くハ ウ ス 」を建 設 した。 研 修 施設 の 卒 業 生 た ち は,県 の 地 域産 業 育 成

資金 を活 用 し,地 元 で 自立 す る一 方,木 工芸 関 連 の売 上 は,ゼ ロか ら始 ま って 現 在 で は

1億5千 万 程 度 に成 長 した。 近 い将 来,4億 円規 模 の稲 作 収 入 を 追 い越 す だ ろ うと佐 々

木 町 長 は見 て い る。 放 って お け ば 自滅 す る以 外 に ない と思 わ れ て い た 過 疎 の 町が,自 力

で 活 性 化 す る手 が か りを,こ う してつ か んだ の で あ る。
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これ以 外 に も,福 島 県 三 島 町 の 「ふ る さ と運 動 」,同 昭 和 村 の 「か らむ し織 」,鳥 取 県

東 伯 町 の 「東 伯 町 農 協 」,山 口 県 豊 浦 町 の 「マ リン ピア ・くろい 」,熊 本 県球 磨 村 の 「球

泉 洞 」,札 幌 市 の 「北 方 圏 交 流 セ ンタ ー 」.富 山 県 利 賀村 の 「演 劇 フ ェス テ ィバ ル 」,鹿

児島 県 鹿 屋 市 の 「か らい も交 流 」,佐 賀 県 玄 海 町 の 「玄 海産 業 」,福 井 県 名 田庄 村 の 「第

三 セ ク タ ー名 田庄 商 会 」,静 岡 県 龍 山村 の 「山村 堰 堤 論 」,岩 手 県 盛 岡市 の 「住 田住 宅 産

業 」,香 川 県 仁 尾 町 の 「太 陽 の 町 づ くり」,山 形 県 西 川 町 の 「ふ る さ と クー ポ ン」,岩 手

県 沢 内村 の 「医療 費 の 無 料 制 度 」,岩 手 県 の 「三陸 鉄 道 」 な ど地 域振 興 の ため の 様 々 な成

功 例 を 挙 げ る こ とが で き る。

4.1.3都 市 と地 域 の 交 流

「一 村 一 品 運 動 」の 他 に,近 年 積 極 的 に行 わ れて い る地 域 振 興策 と して都 市 と地 域 の 様

々な 交 流 が挙 げ られ る。 言 う ま で もな く,都 市 とは東 京,大 阪 を 中心 と した 大 都 市 で あ り,

地 域 と は地 方 の 町 村 で あ る。 ま た 中 に は,自 然 を 失 いつ つ あ る地 方 中核 都市 と周 辺 山 ・漁

村 との 交 流 も行 わ れ て い る。 以 下 に項 目 ご との 概 要 を 述 べ る。

(1)ふ る さ と小 包 便

,都 市 に住 む 人 々が 地 方 の 市 町 村 と年 間 契 約 を結 び,地 方 の特 産 品 を四 季 折 々送 って も

らう制度 。 特 産 品 は農 産 物,山 菜,海 産 物,果 物 な ど多 岐 に渡 る。 こ う した 交 流か ら直

接 地 方 の 市 町村 を 夏期 休 暇 な ど に家 族 で 訪 問 す るケ ー ス もあ る。 また 地方 か ら大都 市 圏

に就 職 した 人 々 が 出 身市 町 村 会 をつ くり,同 様 の 交 流 を行 って い るケ ース もあ る。

(2)体 験 交 流

自然 が 失 わ れ つ つ あ る都 市 の 子供 た ちを 招 待 し,田 植 え,稲 刈 り,い もほ り;魚 釣 り,

雪 お ろ しな ど様 々な 体 験 を して も ら う交 流 。 森 林 キ ャ ンプ 村 を は じめ,自 然 環境 を生 か

した地 域 振 興 に結 びつ い て い る。 ま た都 市 に居 住 す る人 々の 中 に こ う した 体 験 を した い

とい う要 望 が近 年 強 くな って い る。

(3)オ ー ナ ー制 度

都 市 に 居 住す る人 々か ら出 資金 を つ の り,樹 木,花 卉,牛 な どを購 入 し,数 年 間 育 て

た あ と売 買 した 収 益 金 か ら元 利 金 を返 済 す る制 度 。 こ う した制 度 は,毎 年 収穫 物 や地 域

の 特 産 品 を 届 けた り,地 域 の 宿 泊施 設 な ど を安 価 に利 用 で き るな ど様 々 な特典 が付 いて

い る場 合 が 多 い 。
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(4)物 産 展

地 域 の市 町 村 が 特 産 品 を 持 ち寄 り,大 都 市の デパ ー トな どで 物 産 展 を開 くと と もに,

地 域 の 観光 ・イベ ン ト情 報 な どを 来 場者 に提供 す る もの。 また 最 近 で は,様 々な 地方 博

覧 会 が 開 催 され る よ うに もな った。

(5)祭 り

札 幌 の 雪 祭 り,仙 台 の七 夕 祭 り,長 岡 の花 火祭 りな ど,地 方 に お け る特色 あ る祭 りを

企 画 し,観 光 客 を 誘 致 しよ う とす る もの。 特 に地 方 にお け る様 々 な産 物 を 中心 と した 味

覚 関 連 の祭 りが 多 くな って い る。

(6)イ ベ ン ト

コ ンサ ー トや ス ポ ー ツ競 技 を 中 心 と した イ ベ ン トの 開催 に よ り,観 光客 を 誘 致 しよ う

とす る もの。 こ う した 中 に は,富 山 県 の利 賀村 の 演劇 祭 の よ うに国 際 的 な もの もあ る。

ま た,福 岡 国際 マ ラソ ンの よ うに,国 内の 風物 詩 的 な イ ベ ン トと して 定 着 した もの もあ

る。

以 上 の よ うに,地 域 振 興 に は様 々 な ものが あ るが,こ う した情 報 を 広 くPRす る方 法 と

して は,現 在,新 聞 広 告,ラ ジオ ・テ レ ビの ス ポ ッ ト放 送,ポ ス タ ー,ダ イ レク トメ ール,

看 板,駅 ・列 車 内 の広 告,ガ イ ドブ ック,ロ コ ミな どが 挙 げ られ る。 しか しこ う したPR

方 法 は多 大 の 費用 を 要 す る もの もあ り,ま た情 報の 発 信 が 一 方 通 行 的 な と ころ が 問 題 と な

って い る。 地 方 の特 産 品 に 関 して は,郵 政省 の ふ る さ と小 包 によ って 全国 的 な情 報 が網 羅

されて い る もの の,そ れ 以 外 の 情 報 に関 して は,積 極 的 に検 索 す る方 法 が確 立 され て い な

い。

4.1.4情 報 化 に よ る地 域 振 興

第 一 章 で も述 べ た とお り,ニ ュ ーメ デ ィアを活 用 した地 域 ・産 業 振 興 を め ざ した プ ロ ジ

ェク トが 現 在全 国 的 に行 わ れ て い る。 これ らは いず れ も,各 省庁 が システ ム構 築 や 導 入 メ

デ ィアな どにつ いて,ヒ ナ型 を 提 示 し,各 地 域 は,そ の ガ イ ドライ ンに沿 って計 画 を 進 め

る とい う 「モ デ ル事 業 」 の形 態 を と って い る。 その た め 各 地 域 の計 画 はい ず れ も似 か よ っ

た 内容 とな って お り,地 名 が違 う く らい とい う声が あ が って い る。 こ う した要 因 に は,地

域 の 問 題 点 を 解決 す ると か,明 確 な 目的 を持 た ず に ニ ュー メデ ィア を導 入 し,何 か 出来 る

ので は ない か とい った期 待 的発 想 で 計 画 立案 にあた った 地 域 が 少 な くな い こ とで あ る。 そ

の結 果 テ レ トピア計 画 を 例 に と ると,全 国 で計 画 され た 全260シ ス テ ムの う ち,昭 和63年
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2月 現在,稼 働 して い るの は90シ ス テ ムで全 体 の 約 三 分 の 一 とな って い る。

こ う した省 庁 主 導 型 に対 し,全 国 各地 で 地 域活 性 化 や 地 域 コ ミュニ テ ィ ・住 民 との コ ミ

ュニ ケ ー シ ョ ンを 旗 印 に した 独 自の ネ ッ トワ ー クづ く りが 活 発 化 して きて い る。 そ の 中 で

も,特 にパ ソ コ ンネ ッ トワ ー クが 目立 って きて い る。

パ ソ コ ンネ ッ トワー クは,そ の 中心 に な る ホ ス トコ ン ピ ュー タ と,各 自の パ ソコ ンや 通

信 機 能付 き ワー プ ロで交 信 し,ホ ス ト内 の電 子 掲 示 板 を 読 ん だ り,別 の会 員 の 私書 箱 に メ

ー ルを 送 った りす る こ とが可 能 な システ ム で あ る。

地 方 自治 体 が 関 係 して い る主 な パ ソコ ンネ ッ トワ ー ク は,す で に80以 上 と もいわ れ て い

るが,そ の代 表 的 な もの を 表1-6に 示 した 。 これ らの ほ とん どは,独 自の ホ ス トを 持 ち,

自治 体 が 直接 運 営 した り,自 治 体 が 出 資 した 財 団法 人 や会 社 が 運 営 してい る。 もと よ り,

パ ソコ ンネ ッ トワ ー クの 中 に は,独 自の ホ ス トを 持 た な い で,民 間 大手 の パ ソ コ ンネ ッ ト

を 利用 して 情 報交 換 を 行 って い る例 もみ られ る。 特 に,全 国 的 な大 規 模 ネ ッ ト,た とえ ば

「地 域 特産 物 の産 地 直 送 ネ ッ ト」 な どで は,こ う した 民 間 ネ ッ トの 利 用 が 増大 して い く傾

向 にあ る。

以 下 に 代表 的 な パ ソ コ ンネ ッ トワー クの 事 例 を紹 介 す る。

(1)COARA(コ ア ラ)

COARAと は,大 分 パ ソ コ ン通 信 ア マ チ ュ ア研 究 協 会(Compu-nicationofOita

AmateurResearchAssociation)の 略 称 で あ る。COARAは 昭 和60年5月,大 分 県 内

企 業 の若 手 経 営 者 な ど有志 が 中 心 に な って 結成 され,そ の 年 の9月 に24時 間 運 転 を 開 始

した 。COARAの 名 前 が 全 国 的 に有 名 にな ったの は,そ の 活 動 内容,実 力 が大 分 県 知

事 平 松 氏 に認 め られ,念 願 の 多 重 回線 が 実 現 した昭 和61年8月 か らで あ る。 回線 は,公

衆電 話 回 線4回 線,DDX網2回 線 お よ び民 間V'AN網 に2回 線 を 接続 し,県 外会 員 も

容易 に比 較 的安 い通 信 料 で利 用 で き るよ う配 慮 され て い る。 また,ソ フ トウ ェア も,そ

れ ま での 手 づ くりの メ ー ル と掲示 板 か ら,独 自 に電 子 会 議 ソ フ トを 開 発 し,グ レ ー ドア

ップ され て い る。

COARAと 他 の パ ソ コ ンネ ッ トワー ク との 大 き な違 い は,COARAが 地域 参 加 型

・共 有 型 の ネ ッ トワ ー クを 志 向 して い る点 にあ る。 自治 体 主導 の パ ソコ ンネ ッ ト,い わ

ゆ る官製 型 との根 本 的 な 違 い は,次 の 点 に よ く表 れ て い る。

① 地 域 の 特 色 を 生 か した モ ノづ くりを 通 して,ふ る さ とを活 性 化 しよ うと い う一 連 の

「一村 一 品 運 動 」 の 土 壌 と流 れ を受 けて,地 域参 加 型 ・目標 共有 型 の ネ ッ トワ ー クづ
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く りを 目指 した 。

② シス テ ム 自体 が 人 真 似 で な く,地 域 環境 に即 した オ リジナ リテ ィに富 んで い る。

③ ネ ッ トワー クを 支 え る民 間 の 人 材 に恵 まれ てお り,知 事 を 筆頭 に 自治 体 サ イ ドの 理

解 と協 力 が あ る。

④ 会 員 が パ ソコ ンの 専門 家 や ポ ピー イ ス トの 集団 で な く,経 営 者,会 社 員,研 究 者.

芸 術 家,医 師,主 婦,OL,学 生等 と多 彩 な集 ま りで活 気 を 呼 ん だ 。

⑤ 他 団 体 に多 い カ タカ ナ 主 体 の 読 み に くい ネ ッ トワー クで な く,当 初 か ら漢 字 主体 の

シス テ ムを 採 用 した 。

⑥ 毎 月必 ず 例 会 を 開 いて,フ ェ イ ス ・トゥ ・フ ェイ スの コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを 行 う と

い う ヒュー マ ンネ ッ トワー ク を重 視 して い る。

⑦ 会 員 全 員 に,交 信 記録 のハ イ ライ トを ま とめ て 「ア ルバ ムCOARA」 と い う機 関

誌 を 毎 月 発 行 し,ネ ッ トワー クの 交流 の 活発 化 を図 って い る。

平 成 元 年1月 末 現 在,COARAの 会員 数 は1050人 を超 え,そ の メ ンバ ー も県 外者 が

半数 近 くを 占め る に至 って い る。

(2)テ レパ ー ク ・か つ の

鹿 角 市 は,秋 田県 の 北 東隅 に位 置 し,長 い歴 史 に培 わ れ た 北 国 の 豊 か な風土 と確 か な

伝 統 が 息 づ い て い る う るお い の あ るま ちで あ る。 昭和61年11月,郵 政 省 が推 進 して い る

テ レ トピア構 想 の モ デ ル都 市 に 指 定 され,そ の計 画 の一 環 と して,昭 和62年9月 に,パ

ソ コ ン ・ワー プ ロの 通 信 実 験 シス テ ム 「テ レパ ー ク ・か つ の 」 の運 用 を 開 始 した 。 鹿 角

市 が 単独 で パ ソコ ン通 信 を開 始 した 背 景 に は,市 内お よ び 隣 接 区 域 に は大 規模 パ ソ コ ン

通 信 の ア クセ ス ・ノ ー ドが な い だ け に,民 間 主 導 のパ ソ コ ン通 信 の 普 及 が望 め な い こと,

しか も,こ れ を放 置 す る と首 都圏 や 主要 地 方都 市 との情 報 格 差 は,ま す ます 拡 大 す る こ

とが 危 惧 され た た め で あ る。

「テ レパ ー ク ・か つ の 」 は,地 域 ネ ッ トワー クづ くりを 目 指 して い るが,そ れ は市 内

お よ び周 辺 のパ ソ コ ン通 信 の ニ ー ズ に応 え る一 方,ネ ッ トワ ー クを通 じて 文 化交 流,物

産流 通 を促 し,地 域 活 性 化 の方 策 を 模 索 しよ うとい う もの で あ る。

以 下 に,「 テ レパ ー ク ・かつ の 」の サ ー ビス メニ ューを 示 す 。

① 電 子 メー ル(1対1)

会 員 同 士 で 自由 に メ ッセ ー ジの交 換 が で き る。 メ ッセ ー ジは相 手 が 読 む まで 保 管 さ

れ,自 分 で 消 去す る こ と も可 能 。 他 人の 目に は絶 対 にふ れ る こ との ない マ ル秘 通 信 。
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② 電子 掲 示 板(一 般 掲 示 板)

あ らゆ る メ ッセ ー ジが 書 き込 まれ る掲 示板 で,不 特 定 多 数 の人 々が読 み,思 わ ぬ 人

か らの返 信 も期 待 で き る。 会 員 同士 の 自由 討論 の 場 と して,テ ー マを 設定 し,電 子 会

議 を 開催 す る こ と も可 能 。

③ 電 子 掲示 板(観 光 産 業 情 報)

十 和 田 ・八 幡 平 国 立 公 園 の 観光 情 報 を は じめ,産 地直 送 や 旅 館 ・ホテ ル情 報,イ ベ

ン ト,み ち の く温 泉 ガ イ ドな ど観光 産 業 情 報 を 提 供 して い る。

④CUG(ClosedUserGroup)

利用 で き るの は,登 録 した特 定 の メ ンバ ーだ けで,サ ー クル活 動 や企 業 内通信 の た

め の独 自の ネ ッ トワ ー クを 提供 す る。 よ り効 率 的 な情 報 交 換 と コ ミュニケ ー シ ョンが

可 能 とな る。

⑤ チ ャ ッ ト

会 員 同 士 の キ ー ボ ー ドを 使 った お しゃべ り。 チ ャ ッテ ィ ングの開 設 は1つ で5人 ま

で が参 加 で き る。

「テ レパ ー ク ・か つ の 」へ の ア クセ ス数 は,昭 和63年9月 まで 低 迷を 続 け たが,10月

後 半 よ りコ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンが 活 発 に な って きた 。 開 設 以 来,一 般 市民,行 政 サ イ ド,

民 間 業者 等,多 くの参 加 に よ って,パ ソ コ ン通 信 の 意 味 お よ び その 価値 が 理 解 され,高

い評 価 に 結 びつ い て い る。 課 題 と して は,利 用状 況 の 低 い観 光産 業 情 報 を全 国 に 向 けて

積 極 的 に発 信 して い く必 要 が あ ろ う。

(3)コ ミネ ッ ト仙 台

仙 台 市 は,昭 和60年11月 にテ レ トピア地 域 の 指定 を受 け,「 テ レ トピア 推進 協 議 会 ・

同専 門 委 員 会 」 を 設 け,活 動 を 開始 した 。 コ ミネ ッ ト仙 台 は,高 度 情 報 化 時代 を 展 望 し

た地 域 振 興 策 の 一 つ と して,昭 和61年12月 に,仙 台 地 域 の産 ・学 ・官 が 共 同 で設 置 した,

い わ ゆ る第 三 セ クタ ーで あ る。 ㈱ コ ミネ ッ ト仙 台 は,仙 台 市,仙 台 商工 会 議所,宮 城 県,

地元 有 力 企 業 か ら3億 円 の 出 資 を 募 り,社 長 に は仙 台 市 長 が就 任 して い る。

コ ミネ ッ ト仙 台 は,昭 和62年7月 にCNS(ComminetNetworkService)と い う呼 び

名 で,パ ソ コ ン通 信 の サ ー ビスを 開 始 した。 その 内容 は大 き く二 つ あ り,一 つ は,電 子

会議 ・電 子 メ ー ルな ど コ ミュニケ ー シ ョンサ ー ビスで あ る。 これ は,会 員 同士 の 趣味 や

関心 事 項 につ い て の 意 見 交 換 や情 報 交 換 の 分 野 で あ る。 他 の 一つ は,自 治体 や 地 元企 業

が 会員 に対 して 行 う情 報 ・資料 の 提 供 サ ー ビス の分 野 で あ る。前 者 の 「電子 会 議 」で は,
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会 員 が 自由 に意 見 や情 報 交 換 を 行 うコ ーナ ーが テ ーマ 別 に20ほ ど設 け られて い る。 た と"

え ば,そ の一 つ で あ る 「け や き通 り」 をみ る と,そ こ は特 に テ ー マ は設 けず,日 常 茶 飯

事 的 な こ と,実 際 役 に立 ち そ うな異 分 野 ・他 地 域等 との 交 流 が 自由 にで き る コー ナ ー と

な って い る。 ま た,「 教 育 フ ォー ラム」の コ ーナ ー は,宮 城 県 内 に散 在 して い る学 校 関

係 者 が 主 体 とな って,日 常 伝 わ りに くい 各学 校 の トピ ック,動 きな どを 伝 達 した り,学

校 の教 師 と市 民 が ア ク セ スす る場 とな って い る。 こ う した教 育 フ ォー ラムか ら,学 校 間

の 事務 連 絡 や,各 地 で活 躍 して い る先 生 方 の研 究 会 活 動 の支 援を 目指 して,仙 台 地 区 で

はSENS(SendaiEducationalNetworkService)の 実 験 が 開始 され て い る。

昭 和63年12月 末 現 在,コ ミ・ネ ッ ト仙台 は,パ ソ コ ン ・ワ ープ ロを 利 用 した通 信 ネ ッ ト

ワ ー クサ ー ビス の 会 員 が,地 域 ネ ッ トと して は 最大 規 模 の1000人 を突 破 し,新 た にデ ー

タ ベ ース の 提 供 サ ー ビ スが 可 能 とな った。 会 員 の特 色 と して は,法 人 会 員 が75%を 占 め,

これ は地 元 の 盛 り上 が りの 反 映 と地 域 経済 ・地 域 振 興へ の 期 待 の 大 き さを 示 して い る と

言 え よ う。

(4)WAVE-NET

和歌 山県 企 画 部 電 子 計 算 課 は.昭 和63年3月15日 か ら 「WAVE-NET」 と い うB

BS(BulletinBoardSystem:電 子掲 示 板)の 運 用 を 開 始 した。 このWAVE-NET

はWakayamaVoiceExchangeNetworkの 略 称 で,和 歌 山 県 の電 子計 算課 が 運営 す るパ ソ

コ ン通 信 の ホ ス ト局 の 愛称 名 で あ る。 人 々が 意見 を 交 換 す る場 と い う意 味 と,小 さい波

か ら大 きい波 へ とい う意 味 を 込 めて,和 歌 山 県 の黒 潮 を 連 想 して名 付 けた もの とい わ れ

て い る。 この よ う なパ ソ コ ン通 信の ホス ト局 を,都 道 府 県 の 情 報 管理 主 幹 課 が 運 営 主 体

と な って,広 く一 般 向 け に開 設 したの は,全 国 で始 め ての ケ ース で あ り,そ の 理 由 につ

いて は,次 の 事 項 が 挙 げ られ て い る。

① ノ ウハ ウの 獲 得

和 歌 山 県 電 子 計 算 課 で は,高 度 情 報 化社 会 ・地 域 の 情 報化 に向 けての パ ソ コ ン通 信

の ノ ウハ ウ獲 得 の た め,昭 和62年 よ り調査 研 究 を 開 始 した。 ノ ウハ ウ獲 得 に は,実 際

『取 り組 ん で み る の が一 番 とい う結論 に達 し,外 部 の 人 も巻 き込 む 「ホ ス ト局 の運 営 」

とい う方 向 が 打 ち 出 された 。 今 日の パ ソ コ ンの 普 及 状 況,パ ソ コ ン人 口 を考 え る と,

市 町村 レベ ルで は 小 さす ぎ る こ と,ま た 運営 す る職 員 や 経 費 を考 え,県 単 位 が 最適 と

.判断 した 。

② 新事 業 の 開 拓
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電 算 部 門 は庁 内や 地 域 の 情 報 化 の デ ザ イ ナ ー と して,行 政 と地 域 の情 報 化,情 報通

信 ネ ッ トワー クづ くり,行 政DBづ くり,ラ イ ブ ラ リー事 業 等 新 しい事 業 の 開 拓 が求

め られて い る。 ネ ッ トワ ー クづ くりで は電 算 課 の カ が試 され,逆 に そ れを や れ ば か な

りの ノ ウハ ウの蓄 積 につ なが る。WAVE-NETは,視 点 を 変 え れ ば,電 算 課 の生

き残 りの 一 手 段 と もいえ る し,自 己を 成 長 させ る事 業 と もいえ る。

③ シス テ ムの 統 合化

個 別 シス テ ムの乱 立 は,人,モ ノ,金,情 報 と い う経 営 資源 の 損 失 につ なが る。 ま

た,各 行 政 分 野 で 進 め られ て きて い る ネ ッ トワー クやDBは,バ ラバ ラな方 向 に な り

か ね な い。 この 点 か ら,電 算 課 が 中心 とな って,シ ステ ム全 体 の最 適 化 と統 合 化 を志

向す べ き で あ る。WAVE-NETは,パ ソ コ ン通 信 を 統 合 化す る とい う意 志 表 示 で

もあ る。

④ 情 報 化 の拠 点 づ くり

WAVE-NETは 初 歩 的 なモ デ ル で あ る。 小規 模 な もの で も,や れ ば 核 とな り,

人 や情 報 が距 離 や 時 間 に制 約 され る こ とな く集 ま る拠 点 とな る。 そ こか ら,活 力 が生

ま れ る こ とに な る。

⑤ 人づ くりへ の投 資

ネ ッ トワー クは人 との 出会 い,人 間 的 交流 を 促 し,人 づ く りの 働 き もす る。 この点

か ら,地 域 情 報 化 に 向 けて の ネ ッ トワ ー クづ くりへ の投 資 は,い い か え る と人 づ くり

の た めの 投 資 と もな る。

⑥ 地 域 の活 性 化

ネ ッ トワ ー クは,そ の周 辺 に人,情 報,金 を集 め,個 人 の生 活 を 便 利 かつ 豊 か にす

る。 ネ ッ トワ ー クをつ く る こ とは,情 報 産 業 の起 業 や 経営 の 支援 に な るば か りでな く,

他 の 産業 の 効 率 化 や競 争 力 の 強 化 につ なが る。 この 点 か ら,県 主導 によ るセ ンタ ー機

能 や情 報発 信 基 地 と して の 機 能 を 充 実強 化 させ る必 要 が あ る。 そ れ が地 域 活 性 化 に と

って重 要 な ポ イ ン トとな る。

ホ ス トは,電 子 計 算 課 の パ ソ コ ンル ー ムの 隣 の 部 屋 に設 置 され,運 用 時 間 は24時 間 体

制 を と って い る6WAVE-NETの 利 用 状況 は,掲 示 板 の 数 が24を 超 え,特 に女性 の

自由 な お しゃべ り コー ナ ー な どが 人気 が あ り,ア クセ ス 回数 が 多 くな って い る。 会 員数

は,昭 和64年1月1日 現 在,300人,県 外 が18%を 占め て い る。 男 女 別 で は 女性 の 割 合 が

6%と な って お り,今 後 の 増 加 が 期 待 され て い る。

-60一



4.1.5地 域 振 興 の 課 題 と実 例

上 述 の よ うに,現 在 各 地 域 で 様 々 な地 域振 興 が行 わ れ て い るが,次 に,高 度情 報 化 社 会

の進 展 に と もない,今 後 の 地 域 振 興 を進 め る上 で の課 題 につ いて 検 討 す る。

情 報 化社 会 と は,い うまで も な く情 報 の価 値 が 著 し く向上 す る社 会 で あ り,そ の価 値 あ ・

る情 報 を 全 国 ・世 界 に 向 け て発 信 で き る地域 を 自 らの 力 でつ く りだ して い くこ とが,今 後

の 地 域 振 興 の課 題 で あ ろ う。 甲府 に あ る山 梨県 立 美術 館 は,幸 運 に もそん な情 報 発 信機 能

を 形 成 した 実 例で あ る。

この 美 術 館 は,置 県 百 年 記念 事 業 と して,昭 和53年11月 に開 館 した。 県 立美 術 館 と して

は早 くで きた 方 で は な い 。 当 初 は む しろ 山梨県 で もつ くろ う とい う後 発 意 識の 方 が 強 か っ

た と思 われ る。 もち ろ ん この 段 階 で は,情 報発 信 機 能 が形 成 され る展 望 はま った くな か っ

た とい って よい 。美 術 館 を 建 設 す る にあ た って,当 時の 田辺 国 男 知事 は,世 間 に広 く知 ら

れ て い る名 画 が 一 点 欲 しい と考 え た 。 美術 館 の 目玉 をつ くろ う と した わ けで,こ れ が,こ

の 美 術 館 を情 報 発 信 基 地 にす る発 端 と な った。

同 じ頃,ア メ リカの 銀 行 が ミレーの 代 表 的作 品 で あ る 「種 を ま く人 」 を オ ー ク シ ョ ンに

出 した 。 この絵 は岩 波 書 店 の マ ー クに使 わ れ るな ど,日 本 人 に は きわ め て馴 染 み の 深 い絵

で あ る。 そ こで 山梨 県 は この絵 を,や は り ミレーの 作品 で あ る 「夕 暮 れ に羊を 連 れ 帰 る羊

飼 い 」 と合 わ せ て,2億 円 で購 入 した 。 山梨 県 は山 岳地 帯 の 地 形 を利 用 して,古 くか ら県

営 発 電 を行 い,収 益 を あ げ て い る。 この ため 絵 は,電 気 事 業 特 別 会 計 で購 入 して,い った

ん県 企 業 局 の 備 品 と した うえ で,美 術 館 に貸 与 した 。 一般 会 計 か らの購 入資 金 の持 ち出 し

は ゼ ロだ った わ けで あ る。 と こ ろが 一 部 マ ス コ ミが これ を批 判 した。 た か だか 県 レベ ルの

美 術 館 が2億 円 も投 じて ミレーの 絵 を 買 うな ど とは,財 政 の無 駄 使 いだ とい うの で あ る。

県 が 絵 を 購 入 した昭 和52年 と いえ ば,石 油 シ ョ ックに よ る長 期 不 況 が本 格 化 し,地 方 財政

の 悪 化 が 全 国 的 に問 題 に な り始 め て い た時 期 であ る。 マ ス コ ミにす れ ば,そ うい う情 勢 を

踏 まえ て の 警 告 のつ も りだ った の で あ ろ うが,実 は この報 道 が,山 梨 県立 美 術館 へ 行 けば

ミ レーの 「種 を ま く人 」 が 見 られ る とい う情 報 を全 国 に伝 え る役 割 を 果 たす こ とに な った 。

山 梨 県 立 美 術 館 は こ う して,ミ レ ーの 絵 に関 す る情 報 発信 基 地 と して の第 一 歩 を踏 み 出 し

た 。

開館 に先 立 って 美術 館 は,一 日平 均 の 入 館者 を500人 と想 定 した。 美 術 館 の収 支 計 画 な

ど はす べ て この 数 字 を 基 礎 に算 出 した 。 と ころが 「種 を ま く人 」 に対 す る 日本 人 の 愛 着 が

強 か った の か,実 際 の 入 館 者 は一 日平 均1400人 に もの ぼ り,そ の7割 を県 外 か らの 入 館 者
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が 占め た。 日曜 や 祭 日 には4～5000人 もの 人 が集 ま る よ う にな った。 昭 和60年 春 に ア メ リカ

の ボス トン美 術 館 と共 同 で 開 催 した ミレ ー展 で は,一 日に12000人 もの 入 館 者 が あ った 。

入 館 者 の予 想 以 上 の 増 加 は,当 然 の こ とな が ら美 術 館 の 収 益 を 大 き く した 。 こ こで 県 は,

美 術 館 の 情報 発 信 機 能 を 決 定 的 にす る手 を 打 った。 収益 金 で ミレーの絵 を つ ぎつ ぎ と買 い

続 け たの で あ る。 現 在 で は,当 初 購 入 した2枚 の ほ か,油 絵 が5点,デ ッサ ンと版 画 が30

点 に な り,こ れ に ミレ ー と関 係 の 深 いバ ル ビゾ ン派 の 作 品80点 を加 え,山 梨 県 立 美 術 館 は

ミレ ーの絵 に関 す るか ぎ り,わ が 国 最 大 の情 報 発 信 基 地 にな った。

こ うい う情 報 発 信 機 能 を 持 つ ことが,な ぜ 必 要 なの か 。 ミレーの絵 を 見 るた め に全 国 か

ら集 ま って来 る人 々 は見 終 わ る と,た ぶ ん そ の ま ま帰 る こと はな い だ ろ う。 山 梨 の観 光 地

を 回 り,ワ イ ンや ぶ ど う,お み や げ な どを 買 って帰 るだ ろ う。 また,滞 在 中,飲 食,宿 泊

等 で 山梨 県 の観 光,地 場 産 業 に お お い に貢 献 す るだ ろ う。 情報 化 の 潮 流 を地 域 活 性 化 に 取

り込 む とは,こ の よ うな 情 報 発 信 都 市 を 目指 す こ とだ と思 う。

しか し,こ う した 情 報 が 幸 運 に も全 国 に 向 けて 発 信 され る こ とは あ ま りな い。 特 に地 方

の小 さ な市 町村 に お い て は,全 国 的 な マス メ デ ィア を使 って 情 報 を 発信 す るに は あ ま りに

も経 費 が か か りす ぎ る。 も っ と手 軽 に,安 い コス トで地 域 の情 報 を 全 国 に向 け て 発信 で き

る機 能 が要 望 され て い る。

近 年,高 速 交 通 シ ス テ ムの 整 備 に と もな い,湯 治 に代 表 され る一 地 域 定着 型 の 旅 行 か ら,

広 範 囲 に ま たが る 回遊 型 の 旅 行 が 主流 にな りつ つ あ る。 こ う した 状況 は,宿 泊 地 が 分 散 か

ら集 中 す る傾 向を 示 して い る。 地 方 の大 宿 泊 施 設 を有 す る都 市 に観光 客 が集 中 し,周 辺 観

光 地 は単 な る通 過 圏 とな る恐 れ が あ る。 こ う した こ とを避 け るた め に は,地 域 の特 色 を生

か した もて な しを 用 意 す る と と も に,そ う した 情 報 を広 く発信 して い く必 要 が あ ろ う。

ま た,高 齢 化 社 会 に お い て は,時 間 とお 金 に比 較 的 余 裕 の あ る シルバ ー世 代 の 旅 行 も多

くな ろ う。 こ う した 人 々 に対 して は,若 者 を 中 心 と した ガ イ ドブ ックの よ うな情 報 で はな

く,食 事 や 施 設 な ど につ い も福 祉 的 な観点 か らの 情 報 を 提 供 して い く必 要 が あ ろ う。

以 上の よ う に,物 流 と人 の 交 流が 地 域振 興 にお いて は最 も効 果 が あ り,か つ 既 存 の 資 源

を 生 かす 上 で も重 要 と考 え られ る。 した が って,全 国 の 市 町 村 が 様 々 な情 報 を安 価 な コス

トで 全 国 に 向 けて 発 信 で き る一 元 的 な シス テ ム が 今後 確 立 され る必 要 が あ ろ う。
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4.2新 し い ネ ッ ト ワ ー ク

4.2.1東 京 ふ る さ とセ ン タ ー

全 国 の 市 町 村 が,全 国 に向 けて 発信 した い特 産 物,工 芸 品.観 光情 報,イ ベ ン ト情 報,

祭 り情 報,交 流 情 報,地 域 情 報 な どを一 括 して運 用 ・管 理 し,こ う した情 報 を 全 国 の 市 町

村 に 替 わ って 人 々 に提 供 して い く,仮 称 東 京 ふ るさ とセ ンタ ーを 設 立 す る必 要 が あ ろ う。

利 用 者 は,直 接 東 京 ふ る さと セ ンター を訪 れ るか,ま た は電 話,パ ソ コ ン通信 な どを 利

用 して 全 国 の 市 町村 情 報 を 利 用 で き るよ うに した い。 提 供 で き るサ ー ビ ス情 報 につ い て は,

雑 多 な情 報 で は な く,あ る程 度厳 選 した 利 用価 値 の高 い情 報 を 選 ぶ必 要 が あ ろ う。

以 下 に東 京 ふ る さ とセ ンタ ーが提 供 す る情 報 概 要 を示 す 。

(1)特 産 品(ふ る さ との 味 覚)情 報

現 在,郵 政 省 の 「ふ る さ と小 包 」が,あ る程 度 全 国 を網 羅 して 農 産 品,山 菜,果 物,

畜産 物,海 産 物 な ど の情 報 を 提 供 して い るが,印 刷 物 に よ る情 報 提 供 の た め,決 して リ

ア ル タ イ ムの 情 報 提 供 とは な って い な い。 東 京ふ る さ とセ ンタ ーで は,四 季 折 々 の旬 の

味 覚 情 報 を提 供 し,実 際 に 地域 を 訪 れ な けれ ば 味 わえ ない 味 覚情 報 につ い も提 供す る と

と も に,こ う した 特 産 物 を 一般 市 場 よ り も安 価 で 提供 して い く。

(2)特 産 品(木 工 ・民 芸 ・陶 器 等)情 報

日本 全 国 に は,様 々 な木 工 細 工,民 芸 品,陶 器 な どをつ くり,そ れ を売 却 す る こ とに

よ って 地 域 振 興 に役 立 て て い る市 町村 が 少 な くない 。 しか しこ う した特 産 品 は,地 域 を

訪 れ な け れ ば知 る こ とがで き なか った り,購 入す る こ とが不 可 能 な場 合 が 多 い。 最 近 で

は 地方 の物 産 展 が 大 都 市 のデ パ ー ト等 で 開 催 され る こ とが あ る が,こ う した 物 産 展 が開

催 され る場所 も限 られ た 大都 市 と な って い る。東 京 ふ る さ とセ ンタ ーで は,こ う した地

方 の 味 覚 以 外 の特 産 品 の 情報 提 供 と販売 も行 って い く。

(3)観 光 情 報

観 光 情 報 につ い て は,各 旅 行会 社 の 窓 口で 比 較的 有 名 な観 光 地 の情 報 提 供 は行 って い

る もの の,全 国 の 市 町 村 の 観 光情 報 を 網 羅 して い るわ けで はな い。 ま た,地 方 の 市 町村

にお い て は,旅 行 代 理 店 の 窓 口 を持 た な い都 市 もあ る。 さ らに,急 な旅 行 等 で深 夜 問 い

合 わ せ を 行 い た い 場 合 な ど,こ う した ニー ズ に応 え る施 設 はな い 。 旅 行 ガ イ ドブ ック等

につ いて は,毎 年 の 平 均 的 な 情 報 を掲 載 して い るた め,た とえ ば 紅 葉 の み ごろ な ど リア

ル タ イ ム性 が 要 求 さ れ る情 報 に は応 え る こ とがで きな い。 東 京 ふ る さ とセ ン タ ーで は.
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こ う した観 光 情 報 を リア ル タ イ ム性 を付 加 して 提供 して い くと と もに,地 方 の宿 泊 施 設

の 情 報,各 種 祭 典,イ ベ ン ト情 報 を 組 み合 わ せ て 提供 して い く。

(4)宿 泊 施 設情 報

宿 泊 施 設 の 情報 につ い て は,旅 行 代 理 店 が観 光 情 報 と と もに全 国 的 な情 報 を 提供 して

は い る もの の,全 市 町 村 の 情 報 を網 羅 して い るわ けで は な い。 東 京 ふ る さと セ ンターで

は,旅 行 代 理 店 とは異 な り,単 な る宿 泊,娯 楽情 報 を 提供 す る ので はな く,宿 泊 地 域 と

の ふ れ あ い ・交 流 が で き る よ うな情 報 を 付 加 して提 供 して い く。

(5)祭 り情 報

地 方 を旅 行 して いて,た ま た ま 地 方 の素 朴 な祭 りや行 事 にぶ つ か る と,な にか得 した

気 分 にな る もの で あ る。 札 幌 の 雪 祭 り,仙 台の 七 夕 祭 り,京 都 の 祇 園 祭 りな ど,有 名 な

祭 り情 報 は先 の旅 行 セ ンタ ーの 窓 口や ガ イ ドブ ックに も掲 載 され て い るが,地 方 の小 さ

い祭 りの 情 報 に つ い て はわ か らな い もの で あ る。 最 近 で は,有 名 な観 光 地 を避 け,地 方

の素 朴 さを 求 め て 旅行 を す る 人 々 もお り,こ う した 情 報 を東 京 ふ る さ とセ ンタ ーで は提

供 して い く。

⑥ イベ ン ト情 報

地 域 振 興 のた め に,各 種 コ ンサ ー トや芸 術 祭,花 火 大 会,地 方 博 覧 会,物 産 展 な ど様

々 な イベ ン トが企 画 され て い る。 しか しこ う した 情報 は地 方 か ら一 方 的 に発 信 され るだ

けで,利 用 者 が積 極 的 に検 索 で き る シス テ ム が ない。 東 京 ふ る さ と セ ンターで は各地 の

イ ベ ン トにつ い て 開催 期 間,宿 泊施 設,交 通 機関 な どの情 報 と上 述 の 観 光 情報 な どを組

み 合 わせ て 提 供 して い く。

(7)施 設 情報

都 会 で は利 用 で き ない 施 設 と して は,海 水 浴 場1キ ャ ンプ 場,ス キ ー場,ス ケ ー ト場

な どが あ る。 こ う した 施 設 の 予 約 状 況,利 用 料 金,施 設 利 用 期 間 な ど各 種情 報 を 提供 し

て い く。 また,最 近 で は テ ニ ス コ ー ト,ラ グ ビー グ ラ ン ド,野 球 場 な どの 施設 を 整備 し,

特 に学 生 の 合 宿 に供 して い る市 町 村 もあ り,こ う した情 報 も提供 して い く。

(8)人 材 情 報

観 光 情 報 と重 複 す る部 分 もあ るが,地 域 に は様 々 な人 材 が い る。 こ う した人 々 の情 報

を提 供 し,教 え を受 け られ る よ うな,人 と人 の交 流 につ な が る よ うな 情 報 を提 供 す る。

ま た故 人 につ い て は,記 念 行 事 等 の情 報 も提 供す る。 特 に 最 近 で は,童 謡,ロ 昌歌 へ の 関

心 が 高 く,作 詩 ・作 曲 者 のふ る さ とを訪 ね る傾 向 や,ふ る さ と にお け る記 念 碑 の作 成,
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唱 歌 の 歌 詞 に合 った 自然 環 境 の 整 備 な どが 行 わ れて い る。

(9)都 市 と地 域 の 交 流 情報

過 疎 化 が進 み,廃 屋 とな った 施 設 を 利用 し,都 市 の 子 供 た ちを 招 待 し,自 然 に親 しん

で も ら った り,田 植 え,稲 刈 り,い もほ り,釣 り,雪 お ろ しな ど様 々 な体 験 ツア ーを 企 ・

画 して い る市 町 村 が 多 くな って い る。 また 都市 に住む 人 々の 中 に は,ふ る さ とが現 在 住

ん で い る大 都市 で,自 然 が 失 わ れ,ふ るさ とを求 め て地 方 の 体 験 ツ アー に参 加 す るニ ー

ズ も高 ま って い る。 しか しこ う した 情 報 は,姉 妹 都 市 を結 ん で い る都 市間 に限 られ て い

る場 合 が 多 く,全 国 的 に発 信 す る シス テ ムが 必 要 とな って い る。 東 京 ふ る さと セ ンタ ー

で は,こ う した 都 市 と地 域 の交 流 情 報 を積 極 的 に提 供 して い く。

⑩ ふ る さ と(市 町 村)情 報

地 方 か ら大都 市 へ 出 て 来 て い る人 々 に と って は,ふ る さ との情 報 は時 と して こ ころの

慰 め に な る こ と も多 い。 東 京 ふ る さ とセ ンタ ーで は,市 町 村 の行 政 情報 を 始 め,市 町 村

会,地 元 小 中 学 校 の 同窓 会 の 案 内,さ らにふ る さとの懐 か しい 音(虫 の音,鳥 の 声,駅

の ア ナ ウ ンス,学 校 の 予鈴)な どの サ ー ビスを 行 う。

4.2.2東 京 ふ る さと セ ンタ ーの サ ー ビス概 要

東 京 ふ る さ とセ ンタ ー は東 京,渋 谷,新 宿 とい った利 便 性 の 高 い 駅 周 辺 に立 地 し,人 々

が 気 軽 に訪 れ る こ とが で き る よ う に した い。 東 京 ふ る さ とセ ンタ ーで は,各 市 町 村 の 各種

情 報 を コ ン ピュ ー タで 一 元 管理 ・運 用 す る とと もに,セ ンタ ーを 訪 れ た 人 が端 末 か らデ ー

タ ベ ー ス の検 索 を した り,ペ ーパ ー資 料 の サ ー ビ ス,係 員 に よ る口頭 の サ ー ビス を受 け ら

れ る場所 と した い。 また,直 接 セ ンタ ーを 訪 れ る こ とので きな い 人 々 に対 して は,パ ソ コ

ン通 信 によ るデ ー タ ベ ー スの サ ー ビスだ けで な く,電 話 に よ る問 い 合 わせ 対 応,必 要 に応

じて フ ァ ックス,郵 便等 に よ る情 報 サ ー ビスを 行 うもの とす る。

以 下 に東 京 ふ る さ とセ ンタ ーの イ メー ジ図 を 示す 。
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4.2.3新 し い ネ ッ トワ ー ク

東 京 ふ る さ と セ ン タ ー に は,ホ ス トコ ン ピ ュ ー タ を 設 置 し,全 国 の 市 町 村 と 接 続 す る と

と も に,全 国 の 人 々 が ア ク セ ス で き る ネ ッ トワ ー ク を つ く る 必 要 が あ る。 しか し,こ う し

た ネ ッ トワ ー クを 単 独 で 構 築 す る こ と は,コ ス ト的 に 困 難 で あ り,既 存 の ネ ッ トワ ー ク を

利 用 して い く こ と が 必 要 と な る。 東 京 ふ る さ と セ ン タ ー の ネ ッ ト ワ ー ク は,現 在 各 地 で 構

築 さ れ て い る パ ソ コ ンネ ッ トワ ー クを ゲ ー トウ ェ ー で 結 び,各 地 域 の コ ン ピ ュ ー タ と 東 京

ふ る さ と セ ン タ ー の コ ン ピ ュ ー タ を 接 続 す る ネ ッ ト ワ ー ク と した い 。 一 度 東 京 ふ る さ と セ

ン タ ー の ホ ス トに 一 括 入 力 さ れ た 情 報 を,各 地 の パ ソ コ ン ネ ッ トワ ー ク のAP(ア ク セ ス

ポ イ ン ト)の コ ン ピ ュ ー タ に ダ ウ ン ロ ー ドす る 。 こ うす る こ と に よ り,地 方 の 人 々 は 地 域

のAPに ア ク セ ス す れ ば 全 国 の 市 町 村 情 報 が 入 手 で き,通 信 コ ス トが 安 くす む 。

な お,既 存 の パ ソ コ ン ネ ッ ト ワ ー ク に は,地 方 自 治 体 を 中 心 と した 地 域 ネ ッ ト ワ ー ク と

して,コ ミネ ッ ト仙 台,WAVE-NET,COARA,大 都 市 圏 を 中 心 と し た 私 企 業 に

よ るNIFTY-Serve,PC-VAN,日 経MIX,ア ス キ ー ネ ッ トPCSな ど が

あ る 。

以 下 に 新 しい ネ ッ トワ ー ク の イ メ ー ジ 図 を 示 す 。
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4.2.4端 末

(1)ア クセ ス手 段

東 京 ふ る さと セ ンタ ーへ の ア クセ ス は,基 本 的 に は既 存 メデ ィ アで最 も普 及 して い る

電 話 とパ ソ コ ンを 中心 とす る。 しか し,そ れ ぞ れ以 下 の よ うな長 短 が あ る。

電 話の 普 及率 は,ほ ぼ100%と な って い るが,情 報 を音 声 で 受 け取 るに は,提 供 す る

情 報 を シ ンプ ル にす る必 要 が あ り,き め こまか な サ ー ビスが 提 供 で きな い。 しか し福 祉

的 な 観点 か ら考 え ると,目 の 不 自由な 人 々 に と って は,必 要 な ア クセ ス メデ ィ ア とな る。

ま た,電 話 は,公 衆電 話 が 全 国 に普 及 して お り,外 出 先 で も手軽 に利 用 で き る メ リッ ト

が あ る。

一 方 パ ソ コ ンは
,普 及 台 数 は1000万 台 に 迫 ろ うと して い るが,そ の 多 くは一 般 企 業 の

ビジ ネス用 で あ り,パ ソ コ ン通 信 に利 用 され て い る台 数 は,昭 和64年1月 現 在,50万 台

程 度 と思 われ る。 しか し,電 話 が 全戸 に普 及 して い った よ うに,パ ソコ ンも現在 普 及 期

に入 った といわ れ て い る。 ま た,パ ソコ ン通 信 はISDN(IntegratedServiceDig-

italNetwork)の 普 及 に よ り,将 来 的 に は画 像 を 伝送 で き る ことが 大 き な メ リッ トとな

る。

(2)端 末 の 設 置場 所

こ こで は,特 に パ ソ コ ン端 末 の 設置 場所 につ いて 記 述 す る。

① 主 要郵 便 局

郵 便局 は,全 国 ほ とん どの 市 町村 に存 在す ると と もに,地 域 に根 ざ した サ ー ビスの

提 供 を お こな って い るた め,比 較 的気 楽 に人 々 が行 け る場 所 とな って い る。 ま た既 に

カ タ ロ グ シ ョ ッ ピ ング によ る 「ふ る さと小 包 」 を実 施 して お り,こ う した サ ー ビス情

報 を取 り込ん で,端 末 を 設 置 す る。

②JR主 要駅

郵便 局 と並 ん で.JRの 駅 も全 国 各 地 に存 在 す る。 近 年 マ イカ ー によ る旅 行 が 多 く

な った と はい え,新 幹 線 の 全 国 的 な供 用 開 始 に と もない,依 然 と して 長 距離 の 旅 行 に

対 す る鉄道 が 果 た して い る役 割 に は大 きな もの が あ る。 現 在,新 幹 線 停 車 駅 や 主要 観

光 都 市 に存 在 す る駅 周 辺 に は,ビ デ オ テ ックス の端 末 が設 置 され,観 光 情 報 を 中 心 と

したサ ー ビスが 提 供 さ れて い るが,一 部 市 内 に限 った 情 報 内容 とな ってお り,今 後,

広域 的 な 情報 サ ー ビス を行 って い く上 か ら も,JR主 要 駅 に端末 を 設 置 して い く必 要

が あ ろ う。
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③ デ パ ー ト

デ パ ー トは多 くの 人 々 が 集 ま る場 所 で あ り,ま た大 手 デ パ ー トで は地 方 の物 産 展 を

頻 繁 に行 って い る。 同 時 に 御 中 元,御 歳 暮 とい った贈 答 品 に 地域 の 物 産 を 扱 ってい る

と と もに,デ パ ー トの 中 に旅 行 案 内部 門 を 設 けて い ると こ ろ も少 な くな い。

④ 宅 配 便取 扱 店

宅 配 便 の普 及,取 扱 量 の 増 加 には,目 覚 ま しい ものが あ る。 ま た宅 配 便 の 取 扱店 は

全 国 の 市 町村 に存 在 し,そ の 数,き めの こま か さで は,他 の 追 従 を許 さ ない もの が あ

る。 また 宅配 便 の普 及 は地 方 の 物 産 交流 を 促進 し,そ れが 宅 配 業 界 を さ らに活 性化 さ

せ る と い う相 乗 効 果 を もた ら して い る。 こ う した 宅 配便 取 扱 店 に端末 を 設 置 す る こと

に よ り,今 後 益 々 地方 の特 産 物 の 交 流 が活 発 化す る こ とが 期 待 され る。

⑤ ガ ソ リンス タ ン ド

モ ー タ リゼ ー シ ョ ンの進 展 と と も に,ガ ソ リンス タ ン ドの 立 地 も全国 に及 ん で い る。

自動 車 が一 家 に一 台 はあ た りま えの 時 代 とな り,ガ ソ リンス タ ン ドは人 々 が集 ま る場

所 とな った。 特 に 自動 車 に よ る旅 行 な どで は,給 油 先 で 道 を 尋 ね る な ど,情 報収 集 の

重 要 な 場所 と な っ て い るた め,高 速 自動 車道,主 要観 光 地 の ガ ソ リンス タ ン ドに端 末

を 設 置 す る必 要 が あ ろ う。

⑥ ドライ ブイ ン

ドライ ブ イ ンは 観光 地 へ の 主 要 道 路沿 い にあ り,観 光バ スの 停 車 によ り,多 くの 人

が 集 ま る場 所 とな って い る。 こ う した 主要 ドライ ブ イ ン,高 速 自動 車 道 の サ ー ビス エ

リア な'どに端 末 を 設 置 し,観 光 情 報,道 路案 内情 報 等 を 提供 して い くこ と も必 要 で あ

ろ う。

⑦ コ ン ビニ エ ンス ス トア

上 述 の 設置 場 所 に比 較 して,コ ン ビニ エ ンス ス トア が大 き く異 な る点 は,24時 間営

業 を 行 って い る点 に あ る。 コ ン ビニ エ ンス ス トアは 現在 地 方 都 市 に も普 及 して お り,

宅 配 の 取 扱 店 を兼 ね ると こ ろ も多 い 。

⑧ 旅 行 代 理 店

旅 行 代 理 店 で は,既 に宿 泊 施 設 関 連 の情 報 を 提供 す るネ ッ トワー クが 構 築 されて い

るが,比 較 的 規模 の 小 さい旅 館 や 民 宿,ペ ン シ ョンな どの 情報 は 入力 され て い な い。

また,観 光 相 談 な どに お いて は,本 端 末 を設 置 す る こ と によ り,き めの 細 か い サ ー ビ

スが 提 供 で き るよ う にな る。
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⑨ 市 町村 役 場 ・支 所 ・公 民 館

市 町 村 役場 は も とよ り,公 民 館 等 の公 共 施 設 は人 々 の 集 ま る と ころで あ る。 東 京 ふ

る さ とセ ンター は 各地 方 自治 体 の 地 域振 興 を 目的 と して 各 種情 報 を 提供 す る場 所 で あ

るか ら,こ う した 公 共 施設 に端 末 を 設 置 し,パ ソコ ンが 全 戸 に普 及 す るまで サ ー ビス

を 提 供す る こ と は 当然 とい え る。

⑩ 空 港 ・港 湾

主 要JR駅 同様,空 港,港 湾 も多 くの 人 々が 集 ま る と ころで あ り,観 光 等 の 起 終 点

に な る と こ ろで あ る。
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4.2.5各 種 販 売 ・予 約

東 京 ふ る さと セ ンタ ーで は,各 種 情 報 を 提供 す るだ けで な く,特 産 物 の 販 売,宿 泊 施 設,

各 種 イベ ン ト,施 設 の 申込,予 約 を受 け付 け る。 以 下 にそ の概 要 を説 明す る。

(1)特 産 物 の 販 売

特 産 物 の 販 売 につ いて は,直 接 販 売 で は な く,申 込 の仲 介 を す る。 図3-4に した が

って説 明す る と,

① 消 費 者 は,パ ソ コ ン端 末 で 希 望す る特 産物 の 検 索 を行 い,購 入 す る数 量 等 を 決 定す

る。

② 購 入 申込 は,パ ソコ ン端 末 で 申込 書 を呼 出 し,そ れ に希 望 す る商 品 名,数 量,発 送

先,申 込 者の 住 所.氏 名 等 を 書 き込 み,こ れを メ ー ルで 該 当市 町 村,農 協,商 店等 に

送 る。

③ 購 入 申込 の メ ー ルを 受 け た 事 業所 は,郵 便小 包,宅 配 便 等 で 商 品 の 発 送 を 行 う。

購 入 代 金 の 回 収 方 法 と して は,以 下 の案 が 考 え られ る。

④ 商 品 の発 送 と 同 時 に郵 便 振 替(請 求書)を 申込 書 に発 送 し,払 い 込ん で も らう。

⑤ 宅 配 便 業者 に配 達 時,料 金 の 回収 を 依頼 す る。

⑥ 予 め 銀 行 口座 引 き落 と しの 契 約 を結 ん で お く。

将 来 的 に は,⑥ 案 が 進 展 す る こ とが予 想 され る。

・郵 便 局

・宅 配

・地 方 自治 体

・農 協

・商 店等

⑤

図3-4物 産等 の 申込 手 順 図
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② 宿 泊 施 設,イ ベ ン ト,施 設 等 の予 約 申込

各 種 施設,イ ベ ン ト等 の予 約 申込 は,図3-5に したが って 説 明す る と,

① 消 費者 は,パ ソ コ ン端 末 で希 望 す る各 種 施 設,イ ベ ン ト等 を検 索 す る。

② 予 約 申 込 は,パ ソコ ン端 末 で 申込 書 を 呼 出 し,そ れ に希 望 す る施 設,イ ベ ン ト等,

予 約 数,申 込 者 の住 所,氏 名 等 を書 き込 み,こ れ を メ ール で 該 当市 町 村,施 設 申 込 先

に送 る。

③ 予約 申 込 の メ ー ルを 受 けた 事 業 所 は,郵 便 ま た はパ ソ コ ン,電 話 等 で予 約 券 の 発 送,

予 約 申込 受理 の連 絡 を 行 う。

④ 予 め予 約金 等 が必 要 な場 合 は,申 込 者 が郵 便 振 替,銀 行 口 座へ の 振 込等 を 行 う。

③ ・地 方 自治体

・宿 泊 施 設 先

・施 設 申 込先

電話連絡

郵便局 AP

東 京 ふ る さ とセ ンタ ー

①

②

④ ・郵 便 局

・銀 行等消費者

図3-5各 種施設の予約手順図
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4.2.6消 費 者 の メ リッ ト

消 費者 が,東 京 ふ る さ とセ ンタ ーの 情 報 及 び ネ ッ トワ ー クを 利用 す る メ リッ トと して

は,以 下 の ことが 挙 げ られ る。

(1)提 供 され る情 報 が きめ 細 か い 。

(2)24時 間 の利 用 が 可 能 。

(3)情 報 網 が全 国 に張 り巡 らされ,全 国 どこで も利 用 で き る。

(4)購 入 品 が 一般 流 通経 路 を 経 ず,生 産 者 か ら直 接消 費 者 に発 送 され るた め,鮮 度 が よ く,

価 格 も安 くな る。

(5)宿 泊 施 設,諸 施 設 の利 用 料 金 が 割 引 とな る。

⑥ 従 来 検 索 で きな か った,全 国 市 町 村 の情 報 が 利用 で き るよ うに な る。

4.2.7運 営 費 用 の 検 討

東 京 ふ る さと セ ンタ ーの 運営 費 用 につ いて は,各 市町 村 がそ の費 用 分担 を 行 うが,分 担

割 合 につ い て は,以 下 の よ うに考 え る。・

(1)初 期 設 備投 資 にお け る費 用 は,各 市 町 村 の 財 政規 模等 に応 じた 費 用 分 担 とす る。

(2)セ ン タ ー運営 開 始 後 は,各 市 町 村 の特 産 物 販売 額,宿 泊 施 設 利 用 額 等 に応 じた費 用分

担 とす る。 な お,こ う した売 上 額 の 何%を 各 市 町村 が 拠 出 し,セ ンタ ーの 運営 費 用 とす

・か につ い て は ,セ ンタ ー運 営 開 始 後,数 年 の 期 間を 置 い た の ち に決 定 す る。

(3)デ ー タ ベ ース の 入 力,更 新 費 用 は,各 市町 村 の負 担 とす る。
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4.3類 似 サ ー ビ ス

4.3.1ふ る さ と小 包便

(1)概 要

全 国 各 地 にあ る郵便 局(約24,000カ 所)に,各 地域 の 特 産 品 カ タ ログを 設 置 し,そ こ

で注 文 を 受 け る一 種 の カ タ ログ販 売 で あ る。 郵 便 局 は小 包 料 金 の み を収 受 し,商 品 売 却

等 に よ る営 業 活 動 を 行 って い な い。 ふ る さと ブ ー ム とあ い ま って,ギ フ ト利 用 を 中心 に

取 扱 量 が増 加 して い る。

(2)背 景

近 年 の 宅 配 輸 送 の急 増 は,郵 便 小 包 に も大 きな 影響 を 与 え て い る。 昭 和57年 に は,フ

ッ トワー ク㈱ が 北 海 道 産 新 巻 さけ の宅 配 サ ー ビス を 開始 し,大 成 功 を納 め た 。 この よ う

な 状 況 を背 景 に,北 海 道 郵 政 局 で は,全 国 の 郵 政 局 に先駆 けて,昭 和58年6月 か ら特 産

品 の カ タ ログ販 売 受 付 けサ ー ビス を 開始 した 。 当 初60品 目で ス タ ー トした ふ る さ と小 包

は,翌 昭 和59年 に は全 道 ベ ー スで 実 施 され,品 目数 も増 加 した。 そ して,昭 和60年6月

か らは,全 国 の 郵 便局 に全 国 各 地 の 特 産 品 カ タ ログが 置 か れ るよ うにな った。

(3)サ ー ビ ス内 容 及 び 供給 シス テ ム

各郵 便 局 の 局 員 が,地 元 の 特産 品 を ピ ック ア ップ した後,郵 政 局 内で 様 々 な観 点 か ら

推 奨 品 の選 定 作 業 を行 い,毎 年 カ タ ロ グを 作 成 して い る。 選 定 先 は農 ・漁 業 共 同組 合 な

ど公 共 性 の あ る 団 体が ほ とん どで あ る。 また,流 通 マ ー ジ ンが い らな いた め,品 質 の 良

い特 産 品 が低 価 格 で販 売 され て い る。

利 用 者 は 各郵 便 局 に備 え て あ る カ タ ログ に よ って 判 断 し,専 用 郵 便 為替 で 注 文 す る こ

と に な る。 な お,為 替 料 金 自体 は業 者 の 負 担 で処 理 され て お り,利 用 者 は無 料 で 代 金 支

払 いが で き る。 ま た,業 者 は郵 便 小 包 で 配 送す る こと にな るが,東 京 か ら北 海 道 へ の 注

文 で も,4～6日 で相 手 先 に届 くとい う。

各 地 の 取 扱 い 特 産 品 目数 は,全 国 ベ ース で 昭和59年 に約530品 目 あ り,食 品 に限 らず

花,食 器,靴 な ど幅 広 い分 野 に 及 んで い る。 各 郵 政局 ご との 取 扱 い品 目を 表3-1に 示

す 。

(4)採 算 性 及 び 市 場 規 模

この 「ふ る さ と小 包 」 サ ー ビ スか らの 郵 便 局 側 の メ リッ トは,郵 便小 包 及 び 郵便 為 替

の 取 扱量 の 増 加 で あ る。 サ ー ビ ス開 始 時点 か らの 取 扱 い 実績 の推 移 を見 る と,全 国 ベ ー

-74一



表3-1 郵政 省ふ るさと小包便取扱品 目例(昭 和59年 度現在)

郵政局別 取 扱 品 目

品 目数 主 な 品 名

北 海道 90種 ア ス パ ラ ガ ス,じ ゃが い も,生 ラ ー メ ン,ア マ チ ャ ズ ル,新 得 そ ば,バ

タ ー 飴,養 殖 マ リモ,昆 布,干 す るめ,か ず の こ,新 巻 鮭,ラ ベ ン ダ ー

東 北 69 さ く ら ん ぼ,新 米(さ さ に し き),舞 茸,ワ カ メ,南 部 せ ん ぺ い,り ん

ご,わ ん こ そ ば,笹 か ま ぼ こ,き り た ん ぽ,喜 多 方 ラ ー メ ン,ず ん だ 餅

東 京 38 ハ ム,鮭,珍 味,菓 子 等 お歳 暮用 品,八 丈 鬼 ご ろ し,焼 きの り,佃 煮,

雪 お こ し,大 島椿 油,金 太郎 飴 な ど

関 東 34 甲 州 ぶ ど う,桃,す も も,柿,落 花 生,そ ば,う ど ん,メ ロ ン,下 仁 田

こ ん に ゃ く,水 戸 納 豆,か ん ぴ ょ う,草 加 せ ん べ い,小 田 原 か ま ぼ こ

信 越 91 花 い っぱ い 運 動,り ん ご,生 もち,さ さだ ん ご,山 菜 詰 合せ,凍 豆 腐,

味 噌,新 米(こ しひか り),地 酒 な ど

東 海 16 海 苔,わ か め,鰹 節,山 菜,そ ば,静 岡 茶,い ち ご,う な ぎ パ イ,き し

め ん,長 良 川 天 然 鮎,伊 勢 え び な ど

北 陸 12 チ ュー リップ 球 根,山 中 漆器,梅 干,小 鯛 の さ さ漬,ほ た るい か,越 前

が に,し め鯖 な ど

近 畿 17 三 輪 そ うめ ん,戦 国炊,む し り梅干,叡 山 そ ば,宇 治 茶,河 内 ワ イ ン,

明石 鯛 の 塩 焼,京 漬物,京 銘菓,紀 州 み か ん,神 戸 牛,奈 良 漬,柿 な ど

中 国 34 出 雲 そ ば,小 奴 可 り ん ご,カ ニ 珍 味,な し,マ ス カ ッ ト,か き,ふ ぐ料

理 セ ッ ト,き び だ ん ご な ど

四 国 95 海 産 物,し い た け,茶,味 噌,う ど ん,チ リ メ ン ジ ャ コ,伊 予 か ん,み

か ん,栗,鰹 節,姫 だ る ま な ど

九 州 28 生 ち ゃん ぽ ん,皿 うどん,カ ステ ラ,綿 入 はん て ん,明 太 子,博 多 ラー

メ ン,鹿 児 島 牛,黒 豚,屋 久 杉 工芸 品 な ど

沖 縄 9 泡 盛,ム ー チ ー,沖 縄 そ ば,黒 糖,パ イ ナ ッ プ ル な ど

合 計 533
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ス で,昭 和58年 度 は42万 個,59年 度 は100万 個 ,そ して60年 度 の見 込 み は250万 個 と急

速 に市 場 拡 大 を続 け て い る。

な お,郵 便 局 の 「ふ る さ と小 包 」サ ー ビス に限 らず,民 間 大手 の 宅配 企 業 も この よ う

な各 地 の特 産 品 カ タ ロ グ販 売 市 場 に参 入 して きて お り,全 体 の市 場 規模 が非 常 に大 き く

な って い る。 最 近 で は,取 扱 い商 品 の 品質 が よ く,値 段 もデ パ ー トな どに比 べ ると安 い

た め,ギ フ ト利 用 だ けで な く,自 家 利 用 の ケ ース も増 加 して い る。

(5)今 後 の動 向

この 「ふ る さ と小 包 」 サ ー ビ ス は,宅 配 便 へ の 対 抗 措 置 と して ス ター トした が,市 場

の 大 幅拡 大 によ って,こ の サ ー ビス 自身 の意 味 合 い が 大 き くな って きて い る。 その 表 わ

れ の ひ とつ と して,昭 和61年 度 か らは 自治省 との 連 絡 の 下,従 来の 特産 品の 選 定事 務 や

カ タ ログ作 成 等 を(財)地 域 活 性 化 セ ンタ ーで 行 う こ と とな り,一 村 一 品運 動 な どとの

連 携 も図 られ よ う と して い る。

また,提 供 サ ー ビ スの 拡 充 の た め,取 扱 い窓 口の 増 設 や 料 金 支 払 い方 法 の簡 略 化,さ

らに将 来的 に は キ ャプ テ ンな どニ ュー メデ ィア の利 用 も考 え られ て い る。例 え ば,現 在

切手 ・ハ ガ キを 取 扱 って い る店 舗 に も窓 口 を設 け た りt郵 便 貯 金 か らの 料 金 引 き落 と し

な どが 検 討 され よ う。

43.2ふ る さと村

(1)概 要

大 都 市圏 の 居 住 者 の 中 に は,ふ る さ とを持 た ず,田 舎 の 自然 に あ こが れ る人 も多 い。

一 方 ,自 然 環 境,観 光 資 源 は豊 富 だが,過 疎化 に悩 む 農 山 村 も多 い。 これ ら双 方 の問 題

を 同 時 に解 決 す るた め,ふ る さ と村 運 動 が オ イ ル シ ョ ック直 後 か ら始 ま った。 昭 和58年

頃 か ら急 に ブ ー ム と な り,現 在 で は約100の 町村 が 実 施 して い る。一 般 の ふ るさ と村 で

は,会 費 が1万 ～1万5千 円 程 度 で,山 菜,野 菜,米.果 物 な どの特 産 品 を 送 り,民 宿

や一 般 民 家 な どへ の宿 泊 を 斡 旋 す る。 この 事 業 によ って,都 会 人 は生 の 自然 やふ る さ と

の気 分 を 味 わ い,農 山村 は 都 会 の 情 報,活 気,利 潤 を受 け,地 域 振 興 に結 び つ いて い る。

4.3.3郷 土 食品 供 給 サ ー ビス

(1)概 要

日本 人の 食 生 活 は非 常 に多 様 化 し,一 面 で 奢修 に な った 。 外 食 の習 慣 が普 通 にな り,
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イ ンス タ ン トの 消 費 量 が 増 え,自 然 食品,健 康 食 品へ の 需 要 が 増 大 して い る。 郷 土 食品

は,こ の よ うな多 様 化 傾 向,奢 修 傾 向 の一つ の流 れ と して 位 置 づ け られ る。 ま た,大 都

市 圏 の 居 住者 の 中 に は,自 分 の 郷 土 や父 母 の郷 土 の 食 品 に,強 い愛 着 に似 た 感 情 を 持つ

人 が 多 い 。 自分 た ちが 子 供 の 頃 に食 べ た味 覚 が忘 れ られず,季 節 にな る と 自然 と思 い 出.

され る もの とな って い る。 さ らに,現 在 で は 自分 の 郷 土食 品 で な くと も,あ る特 定 地 域

の 有 産 食 品 を 食べ る こと が,一 種 の ブ ームな い しフ ァッ シ ョ ンと な って い る面 もあ る。

食 文 化 にお け るイ ベ ン ト的 な性 格 で あ り,こ の ニ ュ ーサ ー ビス は,こ の よ うな郷 土 食 品

ニ ー ズ に応 え る もの で あ る。

(2)市 場 動 向

郷 土 食 品 は,食 べ 物 に う る さい一 部 の 階層 と,一 部 の 高 級 食 品流 通 業 者 に よ って 従 来

か ら供給 され て きた が,最 近急 に一 般 化 して きた。 日本 人 の生 活 の 中 で,か な り大 きな

役 割 を しめ る贈 答 品 や,全 国 名産 品 頒 布 会 とい った形 で,大 手流 通 業 者,航 空 通 運 会 社,

通 信 販 売 会社,デ パ ー ト,大 手 ス ーパ ーな ど によ って,多 種 多 様 な郷 土 名 産 品 の供 給 シ

ス テ ムが組 織 され て い る。 デ パ ー トな どで は,年 中 行事 的 に御 中 元,御 歳 暮 商 品 と して

こ う した 郷土 食 品 を扱 って い る。

(3)今 後 の 動 向

郷 土 食 品 ブ ー ム は,食 糧 事 情 が 大 き く悪 化 しない 限 り,長 く続 くもの と考 え られ る。

全 国 的 に は,集 荷 ・宅 配 の 全 国 ネ ッ トワー クを持 つ 通 運 ・宅 配 業 者 に有 利 で,こ れ ら業

者 が消 費 者 との結 び つ きを 強 め,無 店 舗販 売 の ノ ウハ ウを蓄 積 した場 合,大 き な力 を 発

揮 す るよ うにな ろ う。 しか し,今 後 キ ャプ テ ンな ど ニ ュ ー メデ ィア が発 展 して い け ば,

地 方 の 名産 品 関 係 者 に も大 き な ビ ジネス チ ャ ンス が あ り,情 報 ・小型 物 流 力 を 持つ 郵 政

関 係,農 協の 全 国 経 済 連 な ど の 影響 力 も強 くな ろ う。
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5デ ー タベ ースの 概 念 設 計

5.1デ ー タ ベ ー ス 構 造

5.1.1デ ー タ ベ ース構 造

デ ー タ ベ ース の 構 造 は,ツ リー 構 造 と し,以 下 の よ うな構 造 とす る。

(1)地 域 ブ ロ ック名

地 域 ブ ロ ック は,北 海 道,東 北 地方,関 東 地 方,北 陸 地方,中 部地 方,近 畿 地 方,中

国 地 方,四 国地 方,九 州 地 方 の9地 方 とす る。

(2)都 道 府 県 名

各地 域 ブ ロ ック には,以 下 の よ うな都 道府 県 が リンクす る。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

北海 道(北 海 道)た だ し,場 合 によ って は,支 庁 単 位 に分 割 して 扱 う。

東北 地方(青 森 県,岩 手 県,宮 城 県,秋 田 県,山 形県,福 島 県)

関 東 地 方(茨 城県,栃 木 県,群 馬県,埼 玉 県,千 葉 県,東 京 都,神 奈 川 県)

北 陸 地 方(新 潟県,富 山県,石 川県,福 井 県)

中部 地 方(山 梨 県,長 野 県,岐 阜 県,静 岡 県,愛 知 県,三 重 県)

近 畿地 方(滋 賀 県,京 都 府,大 阪 府,兵 庫 県,奈 良 県,和 歌 山県)

中 国地 方(鳥 取 県,島 根 県,岡 山県,広 島 県,山 口県)

四 国 地 方(徳 島県,香 川 県,愛 媛県,高 知 県)

九 州 地 方(福 岡県,佐 賀 県,長 崎県,熊 本 県,大 分 県,宮 崎 県,鹿 児 島 県,沖 縄 県)

(3)市 町 村 名

答都 道 府 県 に は,該 当市 町村 が リンクす る。 た だ し,東 京 都 の場 合 は23区 を 市 町 村 レ

ベ ル で扱 う。

(4)情 報 項 目大 分 類

市 町村 に は,各 該 当 情 報(特 産品,観 光,宿 泊 施 設,祭 り,イ ベ ン ト,施 設,人 材,

都 市 と地 域 の 交 流,ふ る さ と)が リンクす る。

(5)情 報項 目 中小 分 類

情 報項 目大 分 類 に は,さ らに細 分 化 さ れた 情 報 項 目中 分 類,情 報 項 目小 分 類 が リン ク

す る。 た だ し,情 報 項 目小 分 類 を もた な い もの もあ る。

以 下 に,情 報 項 目 中分 類 の例 を 示 す。
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① 特産 品(ふ る さ との味 覚)情 報

農 産物,山 菜,海 産 物,畜 産 物,各 種 加 工 食 品,果 物,飲 料 水,地 酒 等

② 特 産 品(木 工 ・民 芸 ・陶器 等)情 報

木 工 芸 品,わ ら細 工,紙 細 工,織 物,ガ ラス製 品,陶 器 等

③ 観 光 情 報

名所,旧 跡,記 念館汕,川 ぶ 湖沼訟 園等

④ 宿泊施設情報

旅 館,ホ テ ル,民 宿,ぺ 汐 。 ン,そ の 他 の宿 泊施 設 等

⑤ 鷺

花,__川,;沼,_院 等

⑥ イ ベ ン ト情 報

音 楽,ス ポ ー ツ,物 産 展,各 種 コ ンテ ス ト等

⑦ 施 設 情 報

テ ニ ス コー ト,ラ グ ビ ー場,野 球場,グ ラ ン ド,ス キ ー場,ス ケ ー ト場,プ ール,

体 育館,キ ャ ンプ場 等

⑧ 人材 情 報

絵 画,書 道,郷 土史,郷 土 芸 能,郷 土 音 楽,陶 芸,詩 俳人 等

⑨ 都 市 と地 域 の 交 流 情 報

自然 体 験,農 業 体 験,漁 業 体 験,動 物 体 験,植 物 体 験,昆 虫体 験 等

⑩ ふ る さ と情 報

行 政 情 報,市 町 村 会 案 内,同 窓 会案 内等

以 上 の例 を図4-1～ 図4-11に 示 す 。
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(地 域 ブ ロ ック名)

(都 道府県名)

(市 町村 名)

(情 報項 目

大分類)

名)

)

・ク名)[三 司 ・… ・ 関東地方 ・・…[憂]

茨城県 栃木県 群馬県 埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県
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図4-2特 産 品 く味 覚)情 報 の デ ー タベ ー ス構 造
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(情報 項目中分類)

(情 報項 目小分類)

特 産 品(木 工 ・民 芸 ・陶 器 等)情 報

(提供情報)

図4-3特 産 品(木 工 ・民 芸 ・陶 器 等)情 報 のデ ー タベ ー ス構 造

(情 報項目中分類)

(情 報項 目小分類)寺

院

(提供情報)

図4-4観 光 情 報 の デ ー タ ベ ース 構造
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(情報 項目中分類)

(提供 情報)

図4-5宿 泊 施 設 情 報 のデ ー タベ ー ス構 造

(情 報項目中分類)

(提 供情報)

図4-6祭 り情 報 のデ ー タベ ース 構 造

(情 報項 目中分類)

(提 供情報)
図4-7イ ベ ン ト情 報 の デ ー タ ベ ー ス 構 造
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(情 報項 目中分類) ス

キ

ー

場

施設情報

キ

ャ
ン
プ

場

海

水
浴

場

(提 供情報)

図4-8施 設 情 報 の デ ータ ベ ース 構造

(情報項 目中分類)絵

画

書

道

郷

土

史

人材情報

文

学

郷
土

音

楽

詩

俳

人

(提供情報)

図4-9人 材 情 報の デ ー タベ ー ス構 造

(情 報項 目中分類)民

業

体

験

漁

業

体
験

都市 と地域の交 流情報

自

然
体

験

動
物

体

験

昆

虫

体

験

植

物

体

験

(提 供情報)

図4-10都 市 と地 域 の 交 流情 報 の デ ー タ ベ ー ス構 造
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(情 報項目中分類)

(提 供情報)

情

報

同

窓

会

情

報

図4-11ふ る さ と情 報 の デ ー タ ベ ース構 造

一84一



5.1.2入 力 情 報 の フ ォー マ ッ ト

入 力情 報 の フ ォー マ ッ トは,各 入力 情 報 ご とに以 下 の形 式 とす る。

(1)特 産 品(ふ る さ との 味 覚)情 報

① 品 名(内 容)

② 提 供期 間

③ 賞 味 保 証期 間

④ 量/サ イズ/価 格

⑤ 申込 先/問 い 合 わせ 先,電 話 番 号

(2)特 産 品(木 工 ・民 芸 ・陶器 等)情 報

① 品 名(内 容)

② 量/サ イ ズ/価 格

③ 申込 先/問 い 合 わ せ 先,電 話 番 号

(3)観 光 情 報

① 名 所/旧 跡 名(内 容)

② 見 頃/開 放 期 間/開 館 時 間等

③ 利 用料 金/入 館 親 等

④ 申込 先/問 い合 わせ 先,電 話 番号

⑤ 交 通 機 関 の 案 内等

(4)宿 泊 施 設 情 報

① 旅 館/ホ テ ル 名 等

② 利 用 期 間

③ 定 員

④ 利 用 料 金

⑤ 申 込先/問 い合 わ せ 先,電 話 番号

⑥ 交 通機 関 の 案 内等

(5)祭 り情 報

① 祭 り名称(内 容)

② 開 催期 間

③ 申 込 先/問 い合 わせ 先,電 話 番 号

④ 交 通 機 関の 案 内等
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⑥ イベ ン ト情報

① イベ ン ト名称(内 容)

② 開催期間

③ 入 場料等

④ 申込先/問 い合 わせ先,電 話番号

⑤ 交通機関の案 内等

(7)施 設情報

① 施設名称

② 利用期間/時 間

③ 定員

④ 利用料金

⑤ 申込 先/問 い合わせ先,電 話番号

⑥ 交通機関 の案 内等

(8)人 材情報

① 人名

② 功績/紹 介等

③ 申込先/問 い合わせ先,電 話番号

④ 交通機関の案内等

(9)都 市 と地域の交流情報

①

②

③

④

⑤

⑥

名称(交 流 内容)

開催期間

参加料金

定員

申込先/問 い合わせ先,電 話番号

交通機関の案 内等

00ふ るさと情報

① 情報名称(内 容)

② 実施期間等

③ 実施場所等

④ 費用等
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⑤ 申込先/問 い合わせ先,電 話番号

⑥ 交通機関の案 内等
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5.2検 索 方 法

デ ー タベ ース の検 索 方 法 は,縦 検 索 と横 検 索 の2通 りとす る。

5.2.1縦 検 索

漠 然 とあ る地 方 に検 討 を つ け,検 索 して い く方法 で,地 域,県,市 町 村,さ らに市 町 村

の中 の 任 意 の情 報 を検 索 して い く。

以 下 に例 を示 す 。

(手 順)

地域の選択

都道府県の選 択

市町村の選択

情報大項 目の選択

提供情報

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

(例)

嗣
国
国
回

①

②

③

④

⑤

祭 り情 報

名 称:仙 台七 夕 祭 り(内 容 略)

期 間:8月 ○ 日～ △ 日

問 い合 わせ 先:仙 台 商 工 会議 所

電 話 番 号:

交 通 機 関 の 案 内:

図4-12情 報 の 縦 検 索方 法 例
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'5
.2.2横 検 索 ・ ・

目的 が 明 確 な場 合 は,最 初 か ら目的 とす る情 報 を検 索 で き る よ う にす る。 例 え ば,施 設

で テ ニ ス コ ー ト,○ ○ 県 な ど と入 力 す る と,該 当す る市 町村 の情 報 が す べ て 表 示 され る。

た だ し,制 約 条 件 が 少 な く,該 当す る市 町 村 の 数が 多 い場 合 は,改 め て 制 約 条 件 を入 力 さ

せ,情 報 を絞 り込 ん でか ら提 供 す る必 要 が あ ろ う。 以下 に例 を示 す 。

例1)8月1日 か ら5日 ま で 新 潟方 面 に旅 行 し,場 合 によ って は 地方 の祭 りを 見

よ う とす る場合 。

出力 例

①

②

③

初 期 条 件 入力

県 名:新 潟 県

月 日:8月1日 ～8月5日

情 報 大 項 目:祭 り

⇒

①

②

③

④

⑤

祭 り情 報

名 称:長 岡 花 火 祭 り(内 容 略)

期 間:8月 ○ 日～ △ 日

問 い合 わせ 先:長 岡 商 工 会 議所

電 話 番 号:

交 通機 関 の 案 内:

例2)愛 媛 県方 面 か らみ か ん を取 り寄 せ よ うと した場 合 。

①

②

③

初 期 条件 入 力

県 名:愛 媛 県

月 日:1月10日

情 報 小項 目:み か ん

⇒

み か ん情 報

み か んを 取 り扱 って い る市町 村

は以 下 の とお りで す 。

市 町 村 を 指定 して 下 さい。

① 松 山 市,宇 和 島市,

松山市を指定 ⇒

図4-13

品名:愛 媛 み か ん

提 供期 間:11月 ～3月

量/サ イ ズ/価 格

申込 先:松 山市 農 協

問 い合 わ せ 先:宕

情 報 の横 検 索 方法 例
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5.2.3購 入 申込,各 種 施 設 予 約 フ ォー マ ッ ト

検索 した 情 報 か ら特 産 物 の購 入 申込 及 び 各 種 施 設,イ ベ ン ト等 の予 約 申込 を 行 う場 合 は,

そ れぞ れ 該 当 フ ォーマ ッ トを 呼 出 し,必 要 事 項 を 書 き込 ん で メ ール で発 送 す る。

(1)購 入 申 込 フ ォー マ ッ ト

購 入 申込 フ ォーマ ッ ト

(1)商 品 名/種 類

(2)数 量 等

(3)発 送 先

(4)申 込 者 名/住 所/電 話 番号

(2)各 種 予 約 フ ォー マ ッ ト

各 種 予 約 フ ォー マ ッ ト

(1)予 約 施 設/イ ベ ン ト名

(2)予 約 人 数 等

(3)予 約 期 間/時 間 等

(4)申 込 著 名/住 所/電 話 番号

図4-14予 約 フ ォ ー マ ッ ト例
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5.3デ ー タ ベ ー ス の 入 力,更 新

5.3.1デ ー タ ベ ー スの 入 力

デ ー タベ ー スの 初 期 入 力 は,各 地 方 自治 体 が 行い,入 力 情 報 の 更 新,削 除 に お いて も同

様 とす る。 そ の方 法 と して は,各 地 方 自治 体 の端 末 か ら,直 接 ホ ス ト内 の デ ー タ ベ ース に

対 して 情 報 の更 新 を 行 い,次 に各APの サ ブ ホス トにそ の情 報 を ダ ウ ンロー ドす る もの と

す る。 した が って,情 報の 更 新 は,一 定期 間 の 周期 を 定 め て行 う必 要 が あ る。

5.3.2情 報 の 更 新 周期

情 報 の 更 新 周期 は,各 種 情 報 名 ご と に,以 下 の よ うにす る。

(1)特 産 品(ふ る さ との 味覚)情 報

農 産 物 を は じめ と して,旬 や 収穫 時 期 が あ り,提 供 で き る期 間 に制 限 の あ る もの につ

いて は,提 供期 間 の 前後 に情 報 の更 新 を行 う。

(2)特 産 品(木 工 ・民 芸 ・陶器 等)情 報

こ う した 製 品 に つ い て は,通 年 で 提 供 で き ない もの につ い て の み,更 新 周 期 を 明確 に

す る必 要 が あ る。

(3)観 光 情 報

観 光 情 報 で は,特 に見 頃 や公 開時 期 に制 限 の あ る もの な ど につ い て,更 新 周 期 を 明確

にす る必 要 が あ る。

(4)宿 泊 施 設 情 報

通年 で営業 していない施設 につ いて は,閉 鎖期間中情報を削除 して もよいが,営 業期

間 を入 力 して あ れ ば,更 新 の必 要 は ない。

(5)祭 り情 報

毎 年 恒 例 の もの を 除 い て,祭 り終 了 後,速 や か に情 報 の 削 除 を 行 う必 要 が あ る。 ま た

毎 年 恒 例 の もの で あ って も,実 施期 日が 異 な る場合 は,更 新 を行 う必 要 が あ る。

(6)イ ベ ン ト情 報

祭 り同様,毎 年 恒 例 の もの を 除 いて,イ ベ ン ト終 了 後,速 や か に情 報 の 削 除 を 行 う必

要 が あ る。

(7) .施設 情 報

施 設 情 報 につ い て も.大 き く利 用 シーズ ン単 位の 更 新 周 期 を設 け る必 要 が あ ろ う。
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(8)人 材情 報

更 新 周期 を 設 け る必 要 の 有 無 は,人 物 との検 討 を 要す 。

(9)都 市 と地域 の交 流 情 報

都 市 と地 域 の交 流 事 業 につ いて も,毎 年 恒 例 の もの を除 いて,事 業終 了 後,速 や か に

情 報 の削 除 を 行 う必 要 が あ る。

⑩'ふ るさ と情 報

情 報 内容 ご と に,更 新周 期 を 設 け る必 要 の有 無 を 検 討 す る。

5.4情 報 の 出 力

5.4.1情 報 の 出 力

(1)パ ソ コ ン端末

パ ソ コ ン端 末 か ら情 報 を検 索 し,検 索 した情 報 を 必 要 とす る場 合 ぽ,一 旦 端 末 の メモ

リー に記 憶 させ,ホ ス トとの 通 信 を終 了 したの ち,プ リ ンタ ー出力 す る。 現 在 パ ソ コ ン

通 信 に応 用 され て い る ワー プ ロ につ いて も同様 。

(2)電 話

東 京 ふ る さと セ ンタ ーで 音 声 に よ るサ ー ビ スを 実 施 す る場 合,提 供す る情 報 は シ ンプ

ル で あ る こ とが必 要 とな る。 考 え方 と して は,宿 泊 等 を 中 心 とす る各種 施 設 予 約 につ い

て は.現 在 全 日空 が 実 施 して い る プ ッシ ュホ ン予 約 サ ー ビス の方 法 が あ る。 そ の 他 の 情

報 につ いて は,ど う して も必 要 な情 報 につ い ての み,利 用 者 側 の電 話 機 に録 音 機 能 が 必

要 とな る。

(3)フ ァ ク シ ミ リ

利 用 者 が フ ァク シ ミ リを 所 有 して い る場 合 は,東 京 ふ る さと セ ンタ ーの端 末 で 出 力 し

た画 面 情 報 を フ ァ ク シ ミ リサ ー ビ ス した り,問 い 合 わ せ に 対す る回 答等 を フ ァ ク シ ミ リ

送信 す る こ とが で き る。

ま た,パ ソ コ ン端 末 を 持 た な い 利用 者 は,フ ァ ク シ ミ リを 使 用 して 地 方 自治 体 等 に問

い合 わせ をす る こ と もで きよ う。

フ ァク シ ミ リにつ いて は,NTTのFネ ッ トを 利 用す る こと によ り,通 信料 の コス ト

ダ ウ ンが 図 られ て い る。
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